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西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
暫
定
目
録
（
遺
著
・
書
画
類
等
）

竹
　
田
　
健
　
二

湯
　
浅
　
邦
　
弘

池
　
田
　
光
　
子

本
資
料
目
録
は
、
西
村
時
彦
（
号
は
天
囚
）
の
故
郷
・
種
子
島

（
鹿
児
島
県
西
之
表
市
）
の
西
村
家
が
所
蔵
す
る
、
西
村
天
囚
関

係
資
料
に
関
す
る
目
録
で
あ
る
。

同
家
の
資
料
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
四
年
に
宮
内
庁
に
よ
る
調

査
が
行
わ
れ
て
お
り
、『
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
目
録
』

と
題
す
る
目
録
（
以
下
、「
宮
内
庁
目
録
」
と
略
称
す
る
）、
及
び

書
簡
類
の
画
像
を
収
め
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
作
成
さ
れ
て　

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
宮
内
庁
の
調
査
は
、
天
囚
関
係
の
書
簡
類

を
中
心
に
、
晩
年
宮
内
省
御
用
掛
を
務
め
た
天
囚
と
昭
和
天
皇
と

の
関
係
等
の
解
明
を
主
な
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

天
囚
の
遺
著
類
等
に
関
し
て
は
そ
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
、
宮
内
庁
目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
天
囚
関
係
の
遺

著
類
等
が
、
西
村
家
に
は
な
お
多
数
存
在
し
て
い
る
。

そ
こ
で
筆
者
ら
は
、
宮
内
庁
目
録
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
資
料

を
主
な
対
象
と
し
た
調
査
を
、
二
〇
一
七
年
八
月
か
ら
二
〇
二
〇

年
九
月
に
か
け
て
、
断
続
的
に
現
地
に
赴
い
て
実
施
し
た
。
調
査

の
概
要
等
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
・
竹
田
健
二
・
佐
伯
薫
「
西

村
天
囚
関
係
史
両
調
査
報
告
―
種
子
島
西
村
家
訪
問
記
―
」（『
懐

徳
』
第
八
六
号
、
二
〇
一
八
年
一
月
）、
湯
浅
邦
弘
「
西
村
天
囚

の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
種
子
島
西
村
家
所
蔵
資
料
を
中
心
と
し

て
―
」（『
懐
徳
』第
八
七
号
、二
〇
一
九
年
一
月
）、竹
田
健
二「
種

子
島
西
村
家
所
蔵
資
料
三
点
に
見
る
西
村
天
囚
と
重
建
懐
徳
堂
」

（
同
）、
池
田
光
子
「
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
の

整
理
状
況
と
特
徴
と
に
つ
い
て
」（
同
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
こ
の
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
筆
者
ら
の
ほ
か
に
、

資
料
の
所
有
者
で
あ
る
西
村
貞
則
様
・
久
美
様
御
夫
妻
、
令
嬢
の
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矢
田
睦
美
様
、
佐
伯
薫
氏
（
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
事
務

局
主
事
）
が
一
部
加
わ
っ
て
い
る
。

本
目
録
は
、
合
計
五
回
に
及
ぶ
一
連
の
調
査
の
成
果
と
し
て
、

上
述
の
宮
内
庁
目
録
に
漏
れ
た
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料

の
中
の
、
天
囚
関
係
の
遺
著
及
び
書
画
類
を
中
心
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。収
録
し
た
資
料
は
合
計
五
八
〇
点
余
り
に
及
ぶ
。

な
お
、
印
章
・
文
具
類
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
よ
り
発
表
の
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
・
写
真
類
に
関
し
て
は
、
西
村
家
に

現
存
す
る
膨
大
な
写
真
類
か
ら
、
天
囚
に
関
係
す
る
も
の
を
抽
出

す
る
こ
と
が
甚
だ
困
難
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
抄
本
類
の
中
に
同
梱

さ
れ
て
い
た
も
の
（
⑤
―
90
～
93
）
を
除
い
て
、
本
目
録
に
は
収

録
し
て
い
な
い
。

筆
者
ら
の
調
査
は
、
基
本
的
に
、
各
資
料
に
仮
番
号
を
付
し
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
形
状
・
外
寸
・
内
容
等
を
確
認
し
た
上
で
、
凡
例

に
述
べ
る
形
で
そ
れ
ら
を
分
類
し
、
改
め
て
整
理
番
号
を
付
す
、

と
い
う
形
で
進
め
た
。
も
っ
と
も
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
資
料
に

は
、
虫
損
等
に
よ
る
損
傷
が
激
し
い
た
め
に
、
資
料
名
や
内
容
等

を
十
分
に
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い

た
。
ま
た
、
調
査
を
行
っ
た
後
の
資
料
は
、
本
稿
執
筆
の
時
点
で

は
、
な
お
仮
番
号
の
順
に
段
ボ
ー
ル
箱
等
に
収
納
さ
れ
て
い
る
状

態
で
あ
る
。
加
え
て
、
器
物
に
関
し
て
は
、
仮
番
号
を
そ
の
ま
ま

整
理
番
号
と
し
て
い
る
。
本
資
料
目
録
名
に
「
暫
定
」
の
語
を
付

し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、西
村
貞
則
様
・
久
美
様
御
夫
妻
、

矢
田
睦
美
様
、及
び
西
之
表
市
の
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー（
鉄

砲
館
）
の
関
係
者
各
位
に
、
多
大
な
る
御
協
力
を
賜
っ
た
。
こ
こ

に
特
に
記
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。	

　

	
	

�

（
竹
田
健
二
）

［
附
記
］
本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
度
・
三
一
年
度
島
根
大
学
「
萌

芽
研
究
部
門
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
西
村
天
囚
関
係
新
資
料
の

研
究
」（
研
究
代
表
者
・
竹
田
健
二
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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凡
例

・
資
料
は
、①
書
籍
・
②
雑
誌
・
③
そ
の
他
印
刷
物
・
④
ス
ク
ラ
ッ

プ
類
・
⑤
抄
本
・
⑥
器
物
１
（
軸
・
拓
本
）・
⑦
器
物
２
（
額
・

そ
の
他
）
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
整
理
番
号
を
付
し
て
配
列

し
た
。

・
各
資
料
に
つ
い
て
、
整
理
番
号
・
資
料
名
・
点
数
・
備
考
・
外

寸
（
縦
・
横
。
単
位
㎝
）・
仮
番
号
・
現
時
点
で
収
蔵
さ
れ
て

い
る
箱
番
号
を
記
載
し
た
。

・
各
分
類
の
整
理
番
号
は
、
基
本
的
に
以
下
に
述
べ
る
資
料
名
に

基
づ
き
、
あ
い
う
え
お
順
に
付
し
た
（
但
し
、
⑥
・
⑦
の
器
物

類
を
除
く
。
器
物
類
は
仮
番
号
を
そ
の
ま
ま
整
理
番
号
と
し
て

い
る
）。
な
お
、
①
書
籍
の
中
の
英
語
名
の
資
料
に
つ
い
て
は
、

末
尾
に
付
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
し
た
。

・
資
料
名
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
内
題
も
し
く
は
外
題
に
基
づ

く
。
内
題
・
外
題
と
も
に
存
在
す
る
場
合
は
基
本
的
に
内
題
を

優
先
し
た
が
、
複
数
の
資
料
が
合
冊
と
さ
れ
て
い
る
資
料
の
場

合
、外
題
が
資
料
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
合
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
一
部
に
つ
い
て
外
題
を
採
用
し
た
場
合
が
あ
る
。

・
内
題
・
外
題
が
確
認
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
資
料
名

の
確
定
が
困
難
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
便
宜
的
に
仮
称
を
付
す

こ
と
と
し
、
そ
れ
は
の
資
料
名
の
先
頭
に
「（
仮
）」
と
付
し
て

明
示
し
た
。
仮
称
を
付
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
確
定
的
な
資

料
名
を
有
す
る
資
料
の
後
に
配
列
し
た
。
な
お
、
⑥
・
⑦
の
器

物
類
の
資
料
名
は
、基
本
的
に
す
べ
て
仮
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「（
仮
）」
と
付
し
て
い
な
い
。

・
①
書
籍
・
③
そ
の
他
印
刷
物
に
お
い
て
、
同
一
の
資
料
が
複
数

あ
る
場
合
は
、
基
本
的
に
同
じ
整
理
番
号
を
親
番
号
と
し
、
各

資
料
に
子
番
号
を
付
し
た
。
な
お
、
①
『
懐
徳
堂
考
』
に
つ
い

て
は
、
版
の
異
な
る
も
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
整
理
番
号
を
付

し
た
。

・
備
考
に
は
、
確
認
さ
れ
た
印
記
、
用
箋
、
及
び
資
料
の
内
容
等

に
関
す
る
情
報
を
記
述
し
た
。
ま
た
、
③
そ
の
他
印
刷
物
・
④

ス
ク
ラ
ッ
プ
類
・
⑤
抄
本
に
関
し
て
は
、「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」

（『
懐
徳
』
第
二
号　

碩
園
先
生
追
悼
録
〔
懐
徳
堂
堂
友
会
、
一

九
二
五
年
〕）
所
収
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、そ
の
情
報
を
備
考
に
記
し
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
誌
所
収
の
竹
田
健
二
「「
碩
園
先
生

著
述
目
録
」
と
現
存
資
料
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
⑥
器
物
１
（
軸
・
拓
本
）
に
つ
い
て
は
、
天
囚
関
係
の
も
の
・

前
田
豊
山
関
係
の
も
の
・
天
囚
の
交
流
が
窺
え
る
も
の
・
そ
の

他
貴
重
と
思
わ
れ
る
も
の
・
拓
本
類
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
整

理
番
号
に
見
出
し
を
付
し
て
示
す
。

・
判
読
不
能
の
文
字
に
つ
い
て
は
、「
□
」
で
示
し
た
。
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①
書
籍整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

1
居
酒
屋
之
娘

1
同
盟
分
舎
、
明
治
21年
（
1888年

）。
カ
バ
ー
に
は
「
西
村
天
囚
居
士
著
／
居

酒
屋
之
娘
／
東
京
金
盛
堂
蔵
版
」。
扉
に
は
「
西
村
天
囚
居
士
著
／
居
酒
屋
の

娘
／
同
盟
分
舎
発
行
」。

18.5
12

42
2－
1

2
上
野
理
一
伝

1
朝
日
新
聞
社
史
編
纂
室
編
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
34年
（
1959年

）。
索
引
有

り
（「
西
村
天
囚
」
の
項
目
頁
多
数
あ
り
）。
箱
入
り
。

21.8
15.8

151
6

3

1
延
徳
本
大
学

4
大
正
13年
（
1924年

）。
帙
な
し
。
奥
付
左
に
「
第
四
號
」
の
印
記
有
り
。

27
18.8

7
1－
1

2
大
正
13年
（
1924年

）。
帙
あ
り
。
奥
付
左
に
「
第
八
九
號
」
の
印
記
有
り
。

40
2－
1

3
大
正
13年
（
1924年

）。
帙
あ
り
。
奥
付
左
に
「
第
八
六
號
」
の
印
記
有
り
。

69
2－
2

4
大
正
13年
（
1924年

）。
帙
あ
り
。
奥
付
左
に
印
記
有
る
も
虫
損
の
た
め
判
読

不
能
。

89
2－
2

4
尾
張
敬
公

1
名
古
屋
開
府
三
百
年
紀
年
会
、
明
治
43年
（
1910年

）。
22.5

15
4
1－
1

5
1
懐
徳
堂
考

上
巻
・
下
巻各1

上
巻
明
治
43年
（
1910年

）。
下
巻
明
治
44年
（
1911年

）。
上
巻
の
序
文
の
上

に
印
記
「
天
囚
書
室
」、
上
巻
の
初
め
の
所
々
に
朱
筆
の
書
き
入
れ
あ
り
。
上

巻
目
次
の
前
の
白
紙
の
頁
に
、「
懐
徳
堂
先
賢
伝
」
と
墨
書
し
、
更
に
主
で
見

せ
消
ち
。
ま
た
目
次
及
び
第
１
頁
の
「
懐
徳
堂
考
上
巻
」
を
「
懐
徳
堂
先
賢
伝

上
巻
」
に
朱
筆
で
修
正
。
書
名
の
変
更
を
意
図
し
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
本

文
に
も
修
正
を
加
え
た
痕
跡
あ
り
。

17
13

115
4

2
1
明
治
44年
（
1911年

）。
上
巻
欠
、
下
巻
の
み
。

17
12.5

36
2－
1

6

1
懐
徳
堂
考

6
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
、
大
正
14年
（
1925年

）。
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
。

22.1
15

1
1－
1

2
24

1－
2

3
28

1－
2

4
29

1－
2

5
30

1－
2

6
31

1－
2

7
懐
徳
堂
考

1
発
行
者
・
発
行
年
不
明
。
明
治
44年

版
で
も
大
正
14年

版
で
も
な
い
線
装
本
。

上
巻
欠
、
下
巻
の
み
。
本
文
第
１
葉
表
に
印
記
「
天
囚
書
室
」。

24
16.2

86
2－
2
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8

1
学
界
乃
偉
人

3
杉
本
梁
江
堂
、
明
治
44年
（
1911年

）
初
版
。
箱
な
し
。

22.7
15.5

21
1－
2

2
明
治
44年
（
1911年

）
再
版
。
箱
な
し
。

57
2－
1

3
明
治
44年
（
1911年

）
再
版
。
箱
あ
り
。

58
2－
1

9
1
紀
行
八
種

2
誠
之
堂
書
店
、
明
治
32年
（
1899年

）、
再
版
。

22
14.6

38
2－
1

2
誠
之
堂
書
店
、
明
治
32年
（
1899年

）、３
版
。

22
14.7

126
4

10
志
能
布
久
佐

1
刊
行
年
等
不
明
。
第
１
葉
表
に
印
記
「
天
囚
書
室
」
有
り
。
他
に
も
蔵
書
印
有

り
。

17.5
12

170
6

11
邵
青
門
文
鈔

1
西
村
天
囚
・
長
井
吉
徳
編
、
出
版
人
：
須
原
鐵
二
、
明
治
16年
（
1883年

）。
「
重
野
安
繹
先
生
校
閲
　
門
人
西
村
時
彦
・
長
井
吉
徳
編
」。
全
６
巻
の
う
ち

の
「
巻
之
四
」
の
み
。
他
は
欠
。

12.5
9.5

119
4

12
精
神
振
作
詔
書
謹
解

1

田
中
常
憲（
京
都
府
立
福
知
山
中
学
校
長
）著
。
博
文
堂
、
大
正
13年（

1924
年
）。
序
文
は
前
文
部
大
臣
・
岡
野
敬
次
郎
と
西
村
時
彦
。
仮
152－

2『
朝
見
式

勅
語
謹
解
』（
宝
文
館
、
昭
和
２
年（
1927年

）発
行
）
と
同
一
著
者
。
岡
野
は

「
は
し
が
き
」に
お
い
て
西
村
を「
我
が
師
西
村
天
囚
博
士
」と
呼
ん
で
い
る
。

19
13
152－

1
6

13
征
清
戦
報

1
刊
行
年
不
詳
。「
征
清
従
軍
記
」「
従
軍
日
記
」「
奉
天
府
志
」「
従
征
録
」「
入

清
日
記
」「
戦
陣
見
聞
録
」「
山
東
観
戦
記
」「
牛
荘
紀
要
」。
表
紙
に
「
征
清

戦
報
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
第
１
葉
表
に
「
天
囚
書
室
」
の
印
記
あ
り
。

30.5
23

19
1－
1

14

1
碩
園
先
生
遺
集

全
5冊
各
1
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
編
、
全
５
冊
、
昭
和
11年
（
1936年

）。
第
一
「
碩

園
先
生
文
集
巻
一
」、
第
二
「
碩
園
先
生
文
集
巻
二
」、
第
三
「
碩
園
先
生
文
集

巻
三
」、
第
四
「
碩
園
先
生
詩
集
」、
第
五
「
屈
原
賦
説
巻
上
」。
帙
な
し
。

26.4
18

22
1－
2

2
1
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
編
、
昭
和
11年
（
1936年

）。「
碩
園
先
生
文
集
巻

一
」
の
み
。

26.5
18

141
5

3
1
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
編
、
昭
和
11年
（
1936年

）。「
碩
園
先
生
文
集
巻

二
」
の
み
。

26.4
18

107
3

4
1
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
編
、
昭
和
11年
（
1936年

）。「
碩
園
先
生
文
集
巻

三
」
の
み
。

26.5
18

129
4

5
1
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
編
、
昭
和
11年
（
1936年

）。「
碩
園
先
生
詩
集
巻

一
」
～
「
巻
三
」
の
み
。

26.5
18

123
4

6
1
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
編
、
昭
和
11年
（
1936年

）。「
屈
原
賦
説
巻
上
」
の

み
。

26.5
18

83
2－
2
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整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

15
朝

見
式

勅
語

謹
解

1
田

中
常

憲（
京

都
府

立
福

知
山

中
学

校
長

）著
。宝

文
館

、
昭

和
２

年（
1927年

）。
18.6

12.8
152－

2
6

16
南

島
偉

功
伝

1
誠

之
堂

書
店

、
明

治
32年

（
1899年

）。
22.1

14.6
3

1－
1

17
西

村
天

囚
伝

1
後

醍
院

良
正

著
、

西
之

表
市

、
昭

和
42年

（
1967年

）。
上

巻
の

み
、

下
巻

欠
。

種
子

島
西

之
表

市
が

島
民

（
教

職
員

及
び

有
志

者
）

に
頒

布
す

る
た

め
に

、
朝

日
新

聞
社

の
許

可
を

得
て

、
別

途
印

刷
し

た
も

の
。

24.4
17.4

6
1－

1

18
日

本
宋

学
史

1
朝

日
新

聞
社

、
昭

和
26年

（
1951年

）。
朝

日
文

庫
12。

18.5
13

41
2－

1

19
老

媼
物

語
1

西
之

表
市

立
図

書
館

、
昭

和
63年

（
1988年

）。
昭

和
９

年
（

1934年
）

の
榕

城
尋

常
高

等
小

学
校

発
行

本
を

復
刻

し
た

も
の

。
25.8

17.8
8

1－
1

20
BO

ST
O

N
 O

LD
 A

N
D

 
N

EW
1

T
H

E G.W
.A

RM
ST

RO
N

G D
.R. &

 N
.CO

、
明

治
37年（

1904年
）。写

真
集

。
表

紙
に「

ボ
ス

ト
ン

日
本

人
會

」の
打

ち
付

け
書

き
。

寄
贈

さ
れ

た
も

の
か

。
17

23.5
46

2－
1

21
W

A
SH

IN
GT

O
N

1
T

H
E W

ILLIA
M

SO
N

-H
A

FFN
ER CO

.、
明

治
40年

（
1907年

）。
D

EN
V

ER, - CO
LO

RA
D

O
24.5

30
18

1－
1

②
雑
誌整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

1
懐

徳
　

第
１

号
1

懐
徳

堂
堂

友
会

、
大

正
13年

（
1924年

）。
22.6

15.2
32

1－
2

2
懐

徳
　

第
２

号
碩

園
先

生
追

悼
録

1
懐

徳
堂

堂
友

会
、

大
正

14年
（

1925年
）。

22
15.1

2
1－

1

3
な

に
は

か
た

　
第

８
冊

1
浪

華
文

学
会

、
明

治
24年

（
1891年

）。
表

紙
剥

落
。

印
記

「
天

囚
居

士
」。

秋
渚

生
「

小
春

天
」、

桃
蹊

隠
士

「
一

釣
竿

」、
紫

芳
散

人
「

郷
心

」、
霞

亭
主

人
「

紅
葉

時
」、

好
尚

堂
主

人
「

善
女

人
」

収
録

。
19

12.8
150

6

4
な

に
は

か
た

　
第

９
冊

1
浪

華
文

学
会

、
明

治
25年（

1892年
）。

表
紙

剥
落

。
霞

亭
主

人
「

初
空

」、
圭

圓
子

「
マ

ー
ザ

ー
夢

物
語

」、
仰

天
子

「
う

づ
み

火
」、

天
囚

居
士

「
十

文
字

香
」、「

雑
録

」
所

収
。

冒
頭

葉
右

下
印

記
は

不
鮮

明
だ

が
「

天
囚

居
士

」
か

。
18.5

12.5
91

2－
2

5
な

に
は

か
た

　
第

15冊
1

浪
華

文
学

会
、

明
治

25年
（

1892年
）。

仰
天

子
「

女
ご

こ
ろ

」、
磯

野
秋

渚
「

蒹
葭

堂
」、

枯
川

漁
史

「
肥

え
た

旦
那

」、
紫

芳
散

人
「

お
ぼ

こ
娘

」、
霞

亭
主

人
「

孕
雀

」、「
雑

録
」

所
収

。
140－

1

懐徳堂研究　第 12 号　令和 3 年 2 月 28 日

62



6
な

に
は

か
た

　
第

18冊
1

浪
華

文
学

会
、

明
治

25年（
1892年

）。
半

牧
居

士「
忍

び
車

」、
武

富
瓦

全「
月

桂
冠

」、「
当

世
品

定
」

枯
川

漁
史

、「
油

画
師

」欠
伸

居
士

、「
葦

の
葉

分
」

故
荻

原
廣

道
翁

遺
稿

／
小

田
清

雄
訂

正
傍

註
、「

雑
録

」所
収

。
会

員
名

簿
有

り
。

19
12.5

140－
2

5

7
文

芸
倶

楽
部

　
 

第
３

巻
第

５
編

1
博

文
館

、
明

治
30年

（
1897年

）。
文

芸
倶

楽
部

臨
時

増
刊

小
説

八
家

選
。

表
紙

は
剥

落
。

天
囚

の
小

説
「

薩
摩

心
中

」
を

収
録

。
22.5

15
99

3

③
そ
の
他
印
刷
物

整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

1
1

岩
倉

公
神

道
碑

3 「
岩

倉
／

島
津

　
二

公
神

道
碑

考
定

本
　

各
五

通
」

と
打

ち
付

け
書

き
さ

れ
た

紙
包

み
に

、
③

－
８

－
１

～
４

「
島

津
公

神
道

碑
」

と
同

梱
。

３
本

う
ち

の
１

本
に

は
表

紙
に

「
時

彦
私

印
」

の
印

記
あ

り
、

他
の

２
本

に
は

印
記

無
し

。
印

刷
さ

れ
た

も
の

を
仮

綴
じ

。

28
20.1

120
4

2
120

3
120

2
1

影
印

延
徳

本
大

学
縁

起
3

仮
綴

。
28

20
48

2－
1

2
49

2－
1

3
66

2－
1

3
教

育
勅

語
下

賜
三

十
年

記
念

 
文

学
博

士
西

村
時

彦
先

生
講

演
速

記
1

有
隣

会
、

高
津

・
日

本
橋

両
小

学
校

、
高

津
軍

人
分

会
、

大
正

９
年

（
1920

年
）。「

碩
園

先
生

著
述

目
録

」「
六

、
講

演
」

中
の

「
五

、
教

育
勅

語
下

賜
三

十
年

記
念

講
演

速
記

　
大

正
八

年
」

に
該

当
。

19
12.9

5
1－

1

4
桂

庵
筆

ニ
関

ス
ル

所
見

1 「
桂

庵
筆

ニ
関

ス
ル

所
見

　
碩

園
」

と
記

さ
れ

た
題

簽
剥

落
。

印
刷

さ
れ

た
同

一
の

葉
（

前
半

を
欠

く
も

の
）

を
多

数
綴

じ
た

も
の

で
、

各
葉

の
末

尾
に

「
大

正
癸

亥
六

月
後

学
大

隅
西

村
時

彦
書

」。
印

記
無

し
。「

大
正

癸
亥

」
は

大
正

12年
（

1923年
）、

内
容

・
表

現
か

ら
、『

延
徳

本
大

学
』（

大
正

13年
〔

1924
年

〕）
出

版
時

に
天

囚
が

附
し

た
跋

文
の

一
部

と
見

ら
れ

る
。

但
し

、『
延

徳
本

大
学

』
の

跋
文

と
は

字
句

に
異

同
が

あ
る

。
出

版
さ

れ
た

跋
文

の
附

記
に

よ
れ

ば
、『

延
徳

本
大

学
』

は
大

正
12年

夏
に

印
刷

を
終

え
る

も
、９

月
関

東
大

震
災

に
よ

り
焼

失
、そ

の
ゲ

ラ
に

基
づ

い
て

翌
大

正
13年

春
に

再
度

印
刷

・
出

版
さ

れ
た

。
本

資
料

は
、

焼
失

を
免

れ
た

大
正

12年
版

の
跋

文
の

一
部

で
、

出
版

時
に

加
筆

修
正

が
加

え
ら

れ
る

前
の

も
の

と
推

測
さ

れ
る

。

26.5
19

100
3
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整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

5
古

典
聚

目
　

庚
申

号
外

1
松

雲
堂

・
鹿

田
静

七
、

大
正

９
年

（
1920年

）
12月

。
鹿

田
が

北
京

よ
り

将
来

し
た

「
古

唐
本

類
の

特
に

良
本

」
の

目
録

。
表

紙
に

「
西

村
様

」
の

付
箋

貼
付

。
謄

本
。

24.5
16.8

148
5

6
後

藤
碩

田
伝

・
大

化
帖

拔
1 「

後
藤

碩
田

伝
」

は
天

囚
撰

、
磯

野
秋

渚
書

。「
天

囚
居

士
」・「

紫
駿

」
の

印
記

有
り

。「
大

化
帖

拔
」

は
、

後
藤

碩
田

の
画

集
『

大
化

帖
』

の
跋

文
。

明
治

44
年

（
1911年

）
10月

、
天

囚
撰

。「
天

囚
居

士
」・「

乾
坤

亦
□

□
（

２
字

不
明

）」
の

印
記

有
り

。

38
45.9

71
2－

2

7
故

西
村

博
士

記
念

会
会

務
報

告
書

1
故

西
村

博
士

記
念

会
、

大
正

14年
（

1925年
）。

19
13.1

25
1－

2

8

1
島

津
公

神
道

碑
4 「

岩
倉

／
島

津
　

二
公

神
道

碑
考

定
本

　
各

五
通

」
と

打
ち

付
け

書
き

さ
れ

た
紙

包
み

に
、

③
－

１
－

１
～

３
「

岩
倉

公
神

道
碑

」
と

同
梱

。
４

本
の

う
ち

の
１

本
に

は
表

紙
に

「
時

彦
私

印
」

の
印

記
あ

り
、

他
の

３
本

に
は

印
記

無
し

。
印

刷
さ

れ
た

も
の

を
仮

綴
じ

。

28
20.1

120
4

2
120

3
120

4
120

9
種

子
屋

久
碑

文
集

録
1

熊
毛

郡
教

育
会

、
発

行
年

不
明

。
謄

写
版

。
表

紙
に

「
西

村
」・「

野
間

口
」

の
印

記
あ

り
。「

鉄
砲

伝
来

紀
功

碑
」・「

豊
山

前
田

先
生

紀
徳

碑
」

な
ど

を
含

む
。

返
り

点
・

語
釈

・
通

読
が

付
い

て
い

る
。

35葉
。

序
文

は
「

八
板

康
紀

」。
26.5

19
137

5

10
典

礼
文

字
1

表
紙

に
「

典
礼

文
字

」と
打

ち
付

け
書

き
。

第
１

頁
の

「
立

證
趣

旨
」

及
び

目
次

に
よ

れ
ば

、
本

来
の

書
名

は
『

辯
第

一
號

證
』

か
。

第
１

頁
に

「
碩

園
珍

蔵
」

の
印

記
、

及
び

「
予

手
ニ

成
ル

」
の

墨
筆

の
書

き
込

み
有

り
。

本
文

に
朱

筆
に

よ
る

修
正

等
を

指
示

す
る

書
き

入
れ

有
り

。
明

治
22年

（
1889年

）
２

月
12日

～
大

正
７

年
（

1918年
）

10月
30日

の
朝

日
新

聞
の

記
事

を
集

め
た

も
の

で
、「

碩
園

先
生

著
述

目
録

」「
十

二
、

鈔
録

」
中

の
「

典
禮

文
字

」
に

該
当

。

24.5
17

62
2－

2

11
敦

煌
石

室
の

遺
書

（
懐

徳
堂

夏
期

講
演

）
1

石
濱

純
太

郎
著

、
大

正
14年

（
1925年

）
12月

。
非

売
品

。
19

12.8
149

5
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12
中

井
履

軒
関

睢
一

首
并

反
歌

 
古

都
多

飛
／

草
場

佩
川

鵲
巣

三
章

百
舌

鳥
の

囀
1

１
葉

。
天

囚
と

の
関

係
に

つ
い

て
は

不
明

。
22.7

31.5
121

4

13

1
西

村
博

士
十

年
祭

記
念

7
昭

和
９

年
（

1934年
）

か
。

24.2
16.5

26
1－

2

234567

14
駢

文
引

例
1

表
紙

に
「

駢
文

引
例

」
と

打
ち

付
け

書
き

。
謄

写
版

。
印

記
「

天
囚

書
室

」。
一

部
朱

筆
の

書
き

込
み

あ
り

。「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」「

三
、

講
義

底
稿

」
中

の
「

二
、

駢
文

引
例

　
一

冊
」

に
該

当
。

26.5
20

64
2－

2

15
南

満
州

鉱
山

一
覧

1「
遼

陽
附

近
砿

山
」・「

鉄
嶺

附
近

砿
山

」
か

ら
な

る
。

謄
本

。
仮

綴
。

24.5
16

147
5

16
力

士
西

海
報

恩
碑

・
故

岩
崎

男
爵

晩
年

右
文

ノ
事

歴
1 「

力
士

西
海

報
恩

碑
」

と
「

故
岩

崎
男

爵
晩

年
右

文
ノ

事
歴

」
と

の
合

冊
。「

力
士

西
海

報
恩

碑
」

は
大

正
６

年
（

1917年
）

３
月

の
撰

。
西

ノ
海

の
写

真
・

天
囚

の
撰

に
よ

る
漢

文
の

原
文

（
返

り
点

付
）・

そ
の

書
き

下
し

文
を

収
め

る
。

「
故

岩
崎

男
爵

晩
年

右
文

ノ
事

歴
」

は
明

治
41年

（
1908年

）、
静

嘉
堂

文
庫

員
識

、
漢

字
片

仮
名

交
じ

り
文

。
両

者
と

も
朱

筆
に

よ
る

書
き

入
れ

有
り

。

22.3
15.7

27
1－

2

17

1（
仮

）
延

徳
版

大
学

送
付

状
7

大
正

13年（
1924年

）９
月

付
。

西
村

時
教

名
の

も
の

。『
延

徳
本

大
学

』を
関

係
者

に
送

付
す

る
時

の
も

の（
文

中
に

同
年

７
月

に
没

し
た

天
囚

に
言

及
あ

り
）。

23.3
9.8

163
6

234567
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整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

18
（

仮
）

新
聞

記
事

1

仮
綴

、
刊

本
。

明
治

37年（
1904年

）２
月

12日「
大

詔
を

捧
読

す
」（

日
露

戦
争

の
開

戦（
２

月
８

日
）

後
、

同
月

10日
に

発
表

さ
れ

た
詔

勅
が

新
聞

紙
上

に
発

表
さ

れ
た

日
の

記
事

）、
明

治
38年（

1905年
）10月

18日「
講

和
の

大
詔

」
（

10月
14日

の
日

ロ
講

和
条

約
批

准
の

後
、

同
月

16日
付

で
発

表
さ

れ
た

詔
勅

が
17日

の
号

外
に

掲
載

さ
れ

、そ
れ

を
受

け
て

翌
日

掲
載

さ
れ

た
記

事
）、

大
正

２
年（

1913年
）３

月
21日「

中
興

節
の

建
議

を
望

む
」（

明
治

天
皇

の
天

長
節

11月
３

日
を「

中
興

節
」と

す
る

こ
と

を
帝

国
議

会
に

希
望

す
る

内
容

）
等

、
明

治
末

か
ら

大
正

初
め

に
か

け
て

新
聞

に
発

表
さ

れ
た

論
説

の
類

を
再

印
刷

し
た

も
の

で
、ス

ク
ラ

ッ
プ

で
は

な
い

。
そ

の
配

列
は

、
必

ず
し

も
発

表
時

間
順

で
は

な
く

、
一

部
朱

筆
に

よ
る

加
筆

修
正

有
り

。
天

皇
に

関
連

す
る

論
説

が
多

い
。

24.5
17

175
6

④
ス
ク
ラ
ッ
プ
類

整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

1
朝

日
新

聞
二

十
五

年
誌

1 「
朝

日
新

聞
二

十
五

年
周

（
マ

マ
）

紀
念

発
行

／
貴

重
な

る
記

念
品

な
り

／
保

存
す

べ
し

」
と

朱
筆

で
記

さ
れ

た
封

筒
に

入
れ

ら
れ

た
、

朝
日

新
聞

二
十

五
周

年
記

念
特

集
の

「
朝

日
新

聞
二

十
五

年
誌

」
一

面
（

明
治

37年
〔

1904年
〕

１
月

25日
付

）、
及

び
切

り
抜

か
れ

た
新

聞
記

事
（

天
囚

他
の

漢
詩

）。

24.5
8.5

81
2－

2

2
支

那
広

告
備

考
1

表
紙

に
「

支
那

広
告

備
考

」
と

打
ち

付
け

書
き

。
表

紙
書

付
題

の
下

に
印

記
「

天
囚

居
士

」。
書

籍
や

山
水

画
の

新
聞

広
告

の
ス

ク
ラ

ッ
プ

。
版

心
に

「
景

社
文

稿
」

と
あ

る
用

紙
（

天
囚

が
書

い
た

「
立

皇
太

子
賀

表
」・「

力
士

西
海

報
恩

碑
」

な
ど

の
草

稿
の

反
故

）
の

裏
紙

を
使

用
。

仮
綴

。

24.5
17

96
3

3
世

界
一

周
勝

地
1

表
紙

に
「

世
界

一
周

勝
地

」
と

打
ち

付
け

書
き

。「
第

二
回

本
社

世
界

一
周

會
員

」（
一

）
～

（
五

）・「
世

界
一

周
畫

報
」

ほ
か

、
第

二
回

世
界

一
周

会
に

関
し

て
新

聞
に

掲
載

さ
れ

た
写

真
や

絵
を

中
心

と
し

た
新

聞
記

事
の

ス
ク

ラ
ッ

プ
。

今
井

貫
一

か
ら

西
之

表
の

天
囚

に
当

て
た

封
書

が
挟

み
込

ま
れ

て
い

る
。

28
20

68
2－

2

4
大

典
文

例
1

表
紙

に
「

大
典

文
例

」
と

打
ち

付
け

書
き

。
大

正
天

皇
即

位
に

関
す

る
新

聞
記

事
の

ス
ク

ラ
ッ

プ
。「

勅
語

」・「
寿

詞
」（

大
正

４
年

〔
1915年

〕
11月

10日
）・

「
京

都
帝

国
大

学
の

賀
表

」・「
登

極
頌

」
な

ど
。

仮
綴

。
24.5

16.5
82

2－
2
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5
浪

華
画

人
略

1

表
紙

に
「

浪
華

画
人

略
」

と
打

ち
付

け
書

き
。

新
聞

記
事

「
大

阪
画

壇
の

今
昔

　
緒

言
」・「

藩
政

時
代

」・「
維

新
前

後
時

」
の

ス
ク

ラ
ッ

プ
。

朱
筆

の
書

き
入

れ
有

り
。「

碩
園

先
生

著
述

目
録

」「
七

、
伝

記
年

譜
」

中
の

「
五

、
浪

華
画

人
略

　
朝

日
新

聞
所

載
」

に
該

当
。

27.6
19.5

35
1－

2

6
話

草
　

第
一

1
表

紙
に

「
話

草
　

第
一

」
と

打
ち

付
け

書
き

。
仮

綴
。「

貞
女

の
亀

鑑
」「

陛
下

の
御

倹
徳

」
な

ど
の

新
聞

ス
ク

ラ
ッ

プ
。

24
16.5

124
4

7
笠

鞋
漫

録
1

表
紙

に
「

笠
鞋

漫
録

」
と

打
ち

付
け

書
き

。「
笠

鞋
漫

録
」

の
新

聞
ス

ク
ラ

ッ
プ

。
表

紙
に

「
天

囚
居

士
」

の
印

記
有

り
。

仮
綴

。「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」

「
八

、
雑

著
」

中
の

「
笠

鞋
漫

録
　

東
北

方
面

漫
遊

紀
行

」
に

該
当

。
24

15.8
102

3

8
論

文
　

 
自

三
十

九
年

至
四

十
年

1 「
海

防
調

査
復

命
書

　
巻

之
一

　
第

二
編

」
を

台
紙

に
、

新
聞

記
事

「
戦

時
習

慣
の

性
成

」「
憲

政
本

党
と

政
友

会
」「

伊
藤

統
監

の
演

説
」

等
を

貼
り

付
け

た
ス

ク
ラ

ッ
プ

。
表

紙
に

「
論

文
／

自
三

十
九

年
／

至
四

十
年

」
と

打
ち

付
け

書
き

。
ま

た
「

天
囚

居
士

」
の

印
記

有
り

。「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」「

五
、

論
文

」
中

の
「

三
、

論
文

（
新

聞
論

説
）

自
明

治
三

十
九

年
至

同
四

十
年

」
に

該
当

。

24
15

127
4

9
論

文
　

 
自

三
十

七
年

至
三

十
八

年
1 「

海
防

調
査

復
命

書
　

巻
之

三
　

第
一

編
」

を
台

紙
に

、
新

聞
記

事
「

決
裂

の
機

」「
李

鴻
章

の
密

電
／

密
約

案
を

読
む

」
等

を
貼

り
付

け
た

ス
ク

ラ
ッ

プ
。

表
紙

に「
自

三
十

七
年

／
至

三
十

八
年

／
論

文
」と

打
ち

付
け

書
き

。
ま

た「
天

囚
居

士
」の

印
記

有
り

。「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」「

五
、

論
文

」中
の「

二
、

論
文

（
新

聞
論

説
）自

明
治

三
十

七
年

至
同

三
十

八
年

」に
該

当
。

24
15

33
1－

2

10
（

仮
）

新
聞

記
事

ス
ク

ラ
ッ

プ
1

新
聞

記
事

「
第

二
回

世
界

一
周

会
」。

一
面

に
「

詩
集

／
歌

集
」（

朱
筆

）、
一

面
に

「
十

三
日

／
西

村
講

師
／

支
那

文
学

二
講

試
験

問
題

」
及

び
そ

の
上

面
に

「
拙

稾
」（

い
ず

れ
も

墨
筆

）
と

書
か

れ
た

紙
袋

（
虫

損
激

し
く

表
裏

の
判

別
不

能
）

入
り

。

30
21

16
1－

1

11
（

仮
）

新
聞

記
事

ス
ク

ラ
ッ

プ
1

新
聞

記
事

「
豊

後
路

」・「
九

州
巡

礼
」

の
ス

ク
ラ

ッ
プ

。
28.9

22
10

1－
1

12
（

仮
）

新
聞

記
事

ス
ク

ラ
ッ

プ
1

新
聞

記
事

「
清

国
内

乱
史

話
」

の
ス

ク
ラ

ッ
プ

。表
紙

右
上

に
「

中
井

□
□

（
竹

山
か

）
蕉

園
／

中
井

履
軒

」
と

打
ち

付
け

書
き

。
本

文
第

１
葉

の
み

『
懐

徳
堂

考
』

下
巻

の
清

書
原

稿
用

紙
。

27
19.5

11
1－

1

13
（

仮
）

新
聞

記
事

ス
ク

ラ
ッ

プ
1

新
聞

記
事

「
清

国
内

乱
史

話
」・「

清
国

文
学

の
獄

」（
籾

山
衣

洲
著

）
の

ス
ク

ラ
ッ

プ
。

13.5
20

52
2－

1

14
（

仮
）

新
聞

記
事

ス
ク

ラ
ッ

プ
1

新
聞

記
事

「
学

界
の

偉
人

」・「
南

国
記

」
の

ス
ク

ラ
ッ

プ
。

朱
筆

入
り

（
出

版
用

原
稿

か
）。

27.8
19.5

13
1－

1
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整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

15
（

仮
）

新
聞

記
事

ス
ク

ラ
ッ

プ
1

新
聞

記
事

「
亀

門
の

二
廣

」・「
広

瀬
旭

荘
」・「

広
瀬

淡
窓

」
の

ス
ク

ラ
ッ

プ
。

綴
じ

糸
が

切
れ

、
各

葉
の

配
列

が
乱

れ
て

い
る

。「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」

「
七

、
伝

記
年

譜
」

中
の

「
二

、
龜

門
之

二
廣

」
に

該
当

。
26.2

19.4
51

2－
1

16
（

仮
）

新
聞

記
事

ス
ク

ラ
ッ

プ
1

新
聞

記
事

「
老

骨
張

」（「
酔

奴
伝

」
に

朱
筆

で
改

題
）・「

君
が

代
」（「

狂
人

」
に

朱
筆

で
改

題
）

の
ス

ク
ラ

ッ
プ

。
朱

筆
に

よ
る

削
除

・
書

き
込

み
・

ル
ビ

あ
り

。出
版

用
の

原
稿

と
し

た
も

の
か

。新
聞

社
不

明
。表

紙
・

裏
表

紙
に

「
内

大
臣

府
」

の
罫

紙
使

用
。

24.5
31.5

97
3

17
（

仮
）

絵
葉

書
ス

ク
ラ

ッ
プ

1
ロ

ン
ド

ン
・

ア
メ

リ
カ

・
ハ

ワ
イ

な
ど

の
絵

葉
書

を
ス

ク
ラ

ッ
プ

し
た

も
の

。
世

界
一

周
旅

行
関

係
か

。
28

22.5
17

1－
1

⑤
抄
本整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

1
愛

牡
丹

説
・

奉
日

下
勺

水
先

生
書

1
石

濱
純

太
郎

が
天

囚
に

批
正

を
乞

う
た

も
の

で
、「

愛
牡

丹
説

」
１

葉
（

24.5
×

33.5）
と

「
奉

日
下

勺
水

先
生

書
」

２
葉

（
同

）
と

を
仮

綴
じ

。「
景

社
文

稿
」

の
原

稿
用

紙
使

用
。

24.5
16.8

90
2－

2

2
朝

日
新

聞
記

者
足

下
1

１
葉

。
朝

日
新

聞
記

者
に

対
し

て
意

見
を

述
べ

た
文

の
一

部
（

未
完

）。
24

33
133

5

3

尼
崎

修
斎

・
大

坂
尼

崎
屋

又
右

衛
門

清
孝

壙
誌

・
大

坂
尼

崎
屋

又
右

衛
門

清
孝

婦
人

伊
藤

氏
壙

誌

1 「
道

学
淵

源
録

増
補

」
よ

り
「

尼
崎

修
斎

」
を

、ま
た

「
大

坂
尼

崎
屋

又
右

衛
門

清
孝

壙
誌

」・「
大

坂
尼

崎
屋

又
右

衛
門

清
孝

婦
人

伊
藤

氏
壙

誌
」

を
「

続
垂

加
文

集
巻

中
」

よ
り

抜
粋

。
仮

綴
じ

。
４

葉
。

24.4
16.5

155
6

4
一

夜
六

十
二

首
1

巻
物

。「
平

山
武

経
」

が
一

夜
に

漢
詩

62首
を

詠
ん

だ
も

の
。

25.5
163

201
6

5
妹

か
記

念
1

歌
集

。
第

１
葉

表
に「

最
愛

の
妻

に
わ

か
れ

し
夜

」と
題

し
て

天
囚

の
和

歌
二

首
が

記
さ

れ
、

以
下「

あ
さ

子
」「

ゆ
ふ

子
」

他
の

和
歌

が
記

さ
れ

て
い

る
。

天
囚

の
先

妻
・

タ
カ

が
明

治
25年（

1892年
）に

亡
く

な
っ

た
時

の
も

の
か

。
27

19.5
172

6

6
売

渡
証

書
1

４
葉

。
大

正
７

年（
1918年

）１
月

26日
付

。
松

ヶ
枝

町
の

家
を

天
囚

が
8,200円

に
て

、
棚

橋
松

太
郎

よ
り

購
入

し
た

時
の

も
の

。
浪

速
銀

行
が

抵
当

権
を

設
定

。
27.8

20
187

6
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7
延

徳
版

大
学

寄
贈

ニ
対

ス
ル

礼
状

入
1 「

延
徳

版
大

学
寄

贈
ニ

対
ス

ル
礼

状
入

」
と

墨
筆

で
打

ち
付

け
書

き
さ

れ
た

包
み

紙
の

み
。

朱
筆

で
「

保
存

」・「
289」

と
も

記
さ

れ
て

い
る

。
⑤

-73が
入

っ
て

い
た

も
の

か
。

な
し

な
し

185
6

8
大

阪
阿

倍
野

墓
地

許
可

証
入

 
重

要
書

類
1

袋
の

み
。「

亡
祖

浅
子

／
亡

時
彦

／
亡

幸
子

」、３
人

の
墓

に
つ

い
て

の
許

可
証

。
な

し
な

し
177

6

9
懐

徳
堂

考
之

一
1

版
心

に
「

村
山

合
名

大
阪

朝
日

新
聞

会
社

」
と

あ
る

用
紙

を
使

用
。『

懐
徳

堂
考

』
上

巻
の

も
と

と
な

っ
た

、
大

阪
人

文
会

第
二

次
例

会
の

講
演

原
稿

を
含

む
も

の
と

思
わ

れ
る

。
2020年

１
月

に
修

復
作

業
済

み
。

資
料

名
は

修
正

後
の

内
題

に
よ

る
（

も
と

は
「

懐
徳

堂
研

究
之

一
」）

外
題

は
虫

損
に

よ
り

判
読

困
難

だ
が

、
内

題
同

様
に

「
懐

徳
堂

研
究

」
か

ら
「

懐
徳

堂
考

」
に

修
正

さ
れ

て
い

る
と

推
測

さ
れ

る
。

27
20

154
6

10
懐

徳
堂

ノ
沿

革
1

罫
紙

４
葉

仮
綴

。
朱

筆
書

き
入

れ
有

り
。

24.2
17

65
2－

2

11
解

約
証

1
１

葉
。

大
正

８
年

（
1919年

）
７

月
12日

付
。

天
囚

と
浪

華
銀

行
（

取
締

役
は

愛
甲

兼
達

）
と

の
間

で
結

ば
れ

た
、

大
阪

市
北

区
松

ヶ
枝

町
の

宅
地

の
抵

当
権

の
解

約
証

。
24.4

33.3
136

5

12
漢

文
總

説
1

内
題

「
漢

文
總

説
」。

墨
筆

・
朱

筆
に

よ
る

修
正

・
書

き
込

み
が

全
面

的
に

加
え

ら
れ

た
草

稿
。「

漢
文

総
説

草
稿

」
と

の
外

題
が

記
さ

れ
、「

天
囚

居
士

」
の

印
記

の
あ

る
題

簽
が

剥
落

し
て

挟
み

込
ま

れ
て

い
る

。
表

紙
に

は
紺

色
の

七
宝

繋
ぎ

の
模

様
の

も
の

を
使

用
。

ほ
ぼ

す
べ

て
の

葉
が

裏
紙

を
使

用
。「

碩
園

先
生

著
述

目
録

」「
三

、
講

義
底

稿
」

中
の

「
六

、
漢

文
總

説
草

稿
　

一
冊

」
に

該
当

。

27
18.4

56
2－

1

13
漢

文
體

製
槩

説
1

表
紙

に
外

題
「

漢
文

体
制

概
説

」
と

打
ち

付
け

書
き

。資
料

名
は

内
題

に
よ

る
。

「
漢

文
體

製
（

或
い

は
制

）
槩

説
」

一
～

五
を

収
録

。
大

正
６

年
（

1917年
）

７
月

17日
付

の
自

序
に

よ
れ

ば
、

同
年

７
月

に
文

部
省

が
京

都
帝

国
大

学
に

お
い

て
、

師
範

・
中

学
・

女
学

校
等

の
教

員
向

け
の

講
習

会
を

開
催

し
た

際
の

、
天

囚
の

講
義

原
稿

。
天

囚
は

修
訂

を
加

え
た

上
で

の
出

版
を

考
え

て
お

り
、

朱
筆

の
修

正
が

加
え

ら
れ

て
い

る
。「

景
社

文
稿

」
の

原
稿

用
紙

使
用

。「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」「

三
、

講
義

底
稿

」
中

の
「

五
、

漢
文

體
別

槩
説

　
三

冊
」

の
す

べ
て

、
或

い
は

一
部

に
該

当
。

25
17.5

85
2－

2

14
戯

曲
解

題
1

目
録

１
葉

、
本

文
部

分
は

８
葉

の
み

で
以

下
余

白
。

本
文

第
１

葉
表

の
内

題
「

戯
曲

解
題

」
の

下
に

「
小

天
閣

主
人

遇
目

即
録

」。
29.5

18
125

4

15
曲

部
解

題
1

内
題

「
曲

部
解

題
」。「

天
囚

居
士

著
」。

但
し

、
冒

頭
の「

琵
琶

記
」２

葉
半

の
記

述
が

あ
る

の
み

で
、

以
下

記
述

な
し

。「
天

囚
居

士
稿

本
」の

用
箋

を
使

用
。

30.7
17.5

79
2－

2
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整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

16
曲
目
索
引

1

内
題
「
曲
目
索
引
」。「

天
囚
居
士
稿
本
」
の
原
稿
用
紙
を
使
用
。
冒
頭
の
２
葉

に
索
引
の
「
あ
い
う
え
を
」
部
分
の
記
述
が
あ
る
の
み
で
、
以
下
記
述
な
し
。

「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」「
十
四
、
目
録
索
引
」
中
の
「
五
、
曲
目
索
引
　
一

冊
」
に
該
当
。

26
19

74
2－
2

17
紀
和
紀
行

1
16葉

仮
綴
。①
-12・

15の
著
者
・
田
中
常
憲
が
天
囚
に
批
正
を
乞
う
た
も
の
。

漢
文
の
紀
行
文
。

24.2
16.5

153
6

18
金
圓
拝
借
証

1
百
円
の
借
用
書
。
抵
当
は
種
子
島
の
土
地
。
明
治
29年
（
1896年

）。
24

16.5
161

6

19
敬
公
資
料

1
版
心
に
「
村
山
合
名
大
阪
朝
日
新
聞
会
社
」
と
あ
る
罫
紙
を
使
用
。
尾
張
家

（
徳
川
義
直
）
に
関
す
る
記
録
。「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」「
十
三
、
研
究
資

料
」
中
の
「
敬
公
資
料
一
冊
」
に
該
当
。

27
19.5

171
6

20
京
阪
神
三
鱗
会
員

1
京
阪
神
在
住
の
種
子
島
出
身
者
の
会
「
三
鱗
会
」
の
会
員
名
簿
（
27名

）。
筆

頭
が
八
坂
千
尋
、
天
囚
の
名
は
無
く
、
西
村
時
教
が
含
ま
れ
て
い
る
。

19
51.5

159
6

21
芸
文
談
資

1 「
芸
文
談
資
　
巻
一
」
と
記
さ
れ
た
題
簽
が
剥
落
し
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
表

紙
に
は
、
紺
色
の
七
宝
繋
ぎ
の
模
様
の
も
の
を
使
用
。「
詩
問
」・「

小
竹
文

藳
」・「

冠
辭
考
」・「

昏
辭
考
」・「

桐
城
派
師
友
淵
源
考
」
を
収
録
。
墨
筆
・

朱
筆
の
書
き
込
み
等
あ
り
。「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」「
二
、
編
著
」
中
の

「
九
、
藝
文
談
資
　
一
冊
」
に
該
当
。

26
18.5

75
2－
2

22
元
曲
琵
琶
記

1
内
題
「
元
曲
琵
琶
記
」。「

天
囚
西
村
時
彦
」
著
。「
朝
日
新
聞
合
資
会
社
」
の

罫
紙
使
用
。
記
述
は
第
１
葉
の
み
に
あ
り
、
以
下
は
記
述
無
し
。
表
紙
に
紺

色
の
七
宝
繋
ぎ
の
模
様
の
も
の
を
使
用
。

27
18.5

50
2－
1

23
講
案

1 「
尚
書
論
文
自
序
」・「

紀
年
書
法
考
」・「

岡
島
君
寿
像
記
」・「

瑠
璃
寺
山
林

記
」・「

高
野
山
金
石
図
説
序
」・「

貴
族
院
議
員
従
二
位
勲
一
等
高
崎
君
墓
石

文
」・「

貴
族
院
議
員
正
三
位
勲
一
等
高
崎
君
墓
石
銘
」
な
ど
の
草
稿
の
類
の

雑
纂
。
墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
多
数
の
修
正
・
書
き
込
み
等
有
り
。
す
べ
て
の

葉
が
裏
紙
を
使
用
。
題
簽
の
外
題
は
修
正
（
胡
粉
を
塗
り
上
書
き
）
が
加
え
ら

れ
て
い
る
が
、「
講
案
　
大
正
九
年
九
月
」
か
。
ま
た
題
簽
に
は
「
天
囚
居
士
」

の
印
記
有
り
。
表
紙
に
は
紺
色
の
七
宝
繋
ぎ
の
模
様
の
も
の
を
使
用
。
大
正

９
年
12月

の
西
村
時
彦
宛
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
印
刷
物
（
京
都
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
「
小
宴
」
出
席
者
へ
の
記
念
品
贈
呈
の
添
え
書
き
）
が
挟
み
込
ま

れ
て
い
る
。「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」「
三
、
講
義
底
稿
」
中
の
「
一
、
講
案
一

冊
　
大
正
九
年
九
月
」
に
該
当
。

26
18.5

54
2－
1
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24
江
漢
遡
洄
録
・
通
志
堂
経
解

總
目
録
・
宋
元
資
治
通
鑑
評

語
1

表
紙
に
「
江
漢
遡
洄
記
／
通
志
堂
経
解
目
録
／
資
治
通
鑑
評
語
」
と
打
ち
付
け

書
き
。「
江
漢
遡
洄
録
」・「

通
志
堂
経
解
總
目
録
」・「

宋
元
資
治
通
鑑
評
語
」

の
合
冊
。「
江
漢
遡
洄
録
」
は
罫
紙
を
、
後
二
者
は
「
景
社
文
稿
」
の
原
稿
用

紙
を
使
用
。「
江
漢
遡
洄
録
」、あ

る
い
は
全
体
が
、「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」

「
四
、
遺
稿
」
中
の
「
三
、
江
漢
遡
洄
録
　
明
治
三
十
一
年
」
に
該
当
か
。

25
17.3

87
2－
2

25
杭
州
紀
行

1
表
紙
に
「
杭
州
紀
行
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
本
文
に
は
総
ル
ビ
。
一
部
朱
筆

修
正
有
り
。「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」「
八
、
雑
著
」
中
の
「
杭
州
紀
行
」
に
該

当
。

28
19.8

47
2－
1

26
古
文
辭
論
畧
巻
中

1

内
題
「
古
文
辭
論
畧
巻
中
」（
修
正
の
痕
跡
有
り
）。「

古
文
辞
論
畧
　
巻
中
」

と
記
し
た
題
簽
が
剥
落
し
て
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
西
村
時
彦
述
。
抄
本
。

朱
筆
・
墨
筆
の
書
き
入
れ
や
、
圏
点
等
多
数
有
り
。
先
頭
に
あ
る
「
集
部
第

一
」
の
冒
頭
部
の
本
文
は
、
⑤
-13「

漢
文
體
製
槩
説
一
集
部
第
一
」
の
冒
頭

と
内
容
が
重
複
し
、
⑤
-13に

認
め
ら
れ
る
朱
筆
の
加
筆
に
従
う
。
表
紙
に
は

紺
色
の
七
宝
繋
ぎ
の
模
様
の
も
の
を
使
用
。

27.2
18.3

105
3

27
雑
纂

1

表
紙
に
「
雑
纂
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
青
柳
秋
堂
の
死
を
悼
む
文
、「
君
子
名

義
考
」（
西
村
時
彦
撰
、「
碩
園
文
稿
」
の
原
稿
用
紙
を
使
用
）・「

露
紙
と
世

界
一
周
会
」・「

淀
川
改
良
工
事
沿
革
略
史
」・「

浪
華
文
学
伝
目
録
」（
天
囚
西

村
時
彦
／
秋
渚
磯
野
秋
渚
　
同
編
）
等
を
含
む
雑
纂
。
各
種
の
原
稿
用
紙
・

罫
紙
を
使
用
。

28.6
20

106
3

28
鮫
島
宗
哲
君
墓
誌
銘

1
全
３
葉
。
仮
綴
の
草
稿
。
全
面
的
に
朱
筆
に
よ
る
修
正
有
り
。

24
16

63
2－
2

29
重
野
先
生
直
　
詩
草
稿
　

1
包
み
紙
１
枚
の
み
。

26
17

173
6

30
詩
集

1
表
紙
に
朱
筆
に
て
「
詩
集
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
表
紙
右
上
に
別
に
「
詩
」（
朱

筆
）
と
打
ち
付
け
書
き
。
雑
纂
。
巻
末
に
「
故
豊
山
先
生
ニ
関
ス
ル
義
捐
金
収

支
調
書
」
あ
り
。

28
20

20
1－
1

31
詩
文
集

1

表
紙
に
墨
筆
で
外
題
「
詩
文
集
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
ま
た
朱
筆
で
表
紙
右
上

に
「
詩
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
雑
纂
。「
紀
災
後
事
詩
」・「

西
京
游
話
」・「

登
霧
島
山
四
十
韻
」・「

天
囚
游
草
叙
」
な
ど
を
収
め
る
。「
碩
園
文
稿
」「
天
囚

書
室
」
等
の
各
種
の
罫
紙
・
原
稿
用
紙
を
使
用
。

28.5
20.5

84
2－
2

32
自
明
治
三
十
八
年
五
月
十
五

日
至
同
二
十
一
日
一
週
間
朝

毎
東
電
比
較
概
説

1
仮
綴
。「
村
山
合
名
　
大
阪
朝
日
新
聞
会
社
」
の
罫
紙
等
を
使
用
。

24.5
16.5

144
5

33
狩
猟
資
料

1 「
天
囚
居
士
稿
本
」
の
原
稿
用
紙
を
使
用
。
日
本
の
狩
猟
の
歴
史
に
つ
い
て
記

す
。

30.6
17.3

113
3
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34
松

鶴
荘

間
話

1 「
景

社
文

稿
」

の
原

稿
用

紙
を

使
用

。「
松

鶴
荘

間
話

」・「
芝

尾
君

墓
誌

銘
」・

「
紀

宇
都

宮
由

的
事

」・「
紀

金
蘭

斉
事

」
を

収
録

。
７

葉
の

み
書

込
が

あ
り

、
以

下
す

べ
て

余
白

。
25

18
142

5

35
尚

書
異

読
1

表
紙

に
「

尚
書

異
読

　
全

」
と

打
ち

付
け

書
き

。
本

文
第

１
葉

第
１

行
に

「
西

村
時

彦
学

」。『
尚

書
』

の
句

読
等

に
関

す
る

注
等

を
集

め
た

も
の

。
未

完
。

「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」「

一
、

撰
著

」
中

の
「

尚
書

異
讀

一
冊

未
刊

」
に

該
当

。
同

目
録

に
「

孔
傳

蔡
傳

及
清

儒
江

聲
、

段
玉

裁
、

王
引

之
、

孫
星

衍
、

黄
式

三
、

皮
錫

瑞
、

王
先

謙
、

呉
汝

綸
等

に
至

る
ま

で
の

諸
儒

の
異

讀
を

明
か

に
せ

ら
れ

、
間

々
附

す
る

に
按

語
を

以
て

せ
ら

る
。」

と
あ

る
。

28
20

116
4

36
尚

書
文

義
1

上
・

中
・

下
、

各
１

冊
。

内
題

は
、

上
・

中
は

、「
尚

書
論

文
」

か
ら

「
尚

書
文

義
」

に
修

正
（

見
せ

消
ち

・
加

筆
）。

下
は

当
初

か
ら

「
尚

書
文

義
」。

上
巻

第
１

葉
に

は
「

西
村

時
彦

撰
」、

中
巻

・
下

巻
は

「
西

村
時

彦
学

」。「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」「

一
、

撰
著

」
中

の
「

尚
書

文
義

三
巻

初
藳

未
刊

」
に

該
当

。
同

目
録

に
「

初
尚

書
論

文
と

題
せ

ら
れ

、
後

文
義

と
改

め
ら

る
。

博
く

皇
漢

学
者

の
説

に
渉

り
て

、
其

の
精

粋
を

採
り

、
尚

書
の

文
と

義
と

を
説

か
れ

た
る

も
の

な
り

。」
と

あ
る

。

28
19

130
4

37
小

説
傳

奇
目

録
1

表
紙

に
「

書
目

」
と

打
ち

付
け

書
き

。「
景

社
文

稿
」

や
「

天
囚

書
室

」
な

ど
の

原
稿

用
紙

・
罫

紙
を

使
用

し
た

抄
本

「
小

説
伝

奇
目

録
」・「

中
華

書
局

」
の

他
、

刊
本

の
「

昌
平

叢
書

書
目

」
な

ど
雑

多
な

書
目

の
合

冊
。「

碩
園

先
生

著
述

目
録

」「
十

四
、

目
録

索
引

」
中

の
「

三
、

小
説

傳
奇

目
録

　
一

冊
」

に
該

当
。

26.5
19

101
3

38
小

天
地

閣
襍

攷
1

雑
纂

。「
儒

仏
関

係
大

略
」

と
題

す
る

講
演

（
７

月
12日

、
大

阪
西

本
願

寺
別

院
）

の
原

稿
・「

儒
教

不
亡

論
」・「

海
東

君
子

国
」・「

道
並

行
而

不
相

悖
論

」
な

ど
。「

朝
日

新
聞

合
資

会
社

」
の

罫
紙

使
用

。「
小

天
地

閣
襍

攷
　

壬
子

夏
」

と
の

外
題

が
記

さ
れ

、ま
た

「
天

囚
居

士
」

の
印

記
の

あ
る

題
簽

が
剥

落
し

挟
み

込
ま

れ
て

い
る

。
表

紙
に

紺
色

の
七

宝
繋

ぎ
の

模
様

の
も

の
を

使
用

。「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」「

十
一

、
随

筆
」

中
の

「
小

天
地

閣
襍

攷
　

壬
子

夏
」

に
該

当
（

壬
子

は
明

治
45年

・
大

正
元

年
〔

1912年
〕）。

26.8
18.5

53
2－

1

39
小

天
地

閣
雑

攷
1

雑
纂

。
抄

本
。

地
に

は
「

天
囚

雑
攷

」。「
朝

日
新

聞
合

資
会

社
」

の
罫

紙
を

使
用

。「
小

天
地

閣
雑

攷
」・「

漢
文

不
可

廃
論

」・「
大

阪
市

史
」・「

讀
大

阪
市

史
」

等
を

収
録

。
表

紙
に

は
紺

色
の

七
宝

繋
ぎ

の
模

様
の

も
の

を
使

用
。

27
18.5

103
3
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40
小

天
地

閣
文

艸
1

表
紙

に
「

小
天

地
閣

文
艸

　
辛

亥
九

月
」（

辛
亥

は
明

治
44年

〔
1911年

〕）
と

打
ち

付
け

書
き

。「
古

處
山

人
遺

集
序

」・「
懷

德
堂

報
告

書
」・「

決
死

隊
鐵

牌
記

」「
懐

徳
堂

記
念

会
趣

旨
」

の
草

稿
な

ど
を

収
録

。「
天

囚
書

室
」・「

景
社

文
稿

」
な

ど
と

記
さ

れ
た

原
稿

用
紙

の
裏

紙
を

使
用

。

25
17.5

77
2－

2

41
詩

話
中

論
文

・
全

唐
文

記
事

抄
1 「

詩
話

中
論

文
」（「

歴
代

詩
話

」・「
歴

代
詩

話
続

篇
」

を
収

録
、い

ず
れ

も
「

碩
園

　
村

彦
輯

」）
と

「
全

唐
文

紀
事

抄
」

と
の

合
冊

に
表

紙
を

付
け

た
も

の
。

「
歴

代
詩

話
」

第
１

葉
表

右
下

に
印

記
「

碩
園

珍
蔵

」。
小

口
に

「
三

　
詞

章
学

彙
編

　
詩

話
　

全
唐

文
記

事
」。「

碩
園

先
生

著
述

目
録

」「
十

二
、

鈔
録

」
中

の
「

詩
話

中
論

文
」

に
該

当
。

27.3
17.8

111
3

42
清

国
職

制
並

文
稿

1
表

紙
に

「
清

国
職

制
並

文
稿

」
と

打
ち

付
け

書
き

。
雑

纂
。

草
稿

類
と

見
ら

れ
る

が
、

虫
損

・
圧

着
が

激
し

く
、

内
容

の
確

認
困

難
。

26
19.5

78
2－

2

43
正

六
位

上
野

君
墓

志
・

弔
辞

1
１

葉
。「

景
社

文
稿

」
の

原
稿

用
紙

を
用

い
て

、
表

面
に

上
野

理
一

の
墓

志
の

草
稿

、
裏

面
に

弔
辞

の
草

稿
を

そ
れ

ぞ
れ

記
し

た
も

の
。

修
正

多
数

。
25

33.5
135

5

44
先

考
告

文
1

天
囚

の
亡

父
・

時
樹

へ
の

告
文

の
草

稿
（

朱
筆

有
り

）。
大

正
５

年
（

1916年
）

８
月

７
日

付
。

39.5
52

191
6

45
宋

学
淵

源
研

究
1

資
料

名
は

表
紙

に
打

ち
付

け
書

き
さ

れ
た

外
題

に
よ

る
。

抄
本

、
草

稿
。

朱
筆

有
り

。
未

刊
。

虫
損

甚
大

。「
碩

園
先

生
著

述
目

録
」「

十
三

、
研

究
資

料
」

中
の

「
宋

学
淵

源
研

究
一

冊
」

に
該

当
。

27.5
19.4

166
6

46
蔵

書
幅

目
録

1

外
題

（
打

ち
付

け
書

き
）

は
「

蔵
書

幅
目

録
」

だ
が

、
宮

内
省

の
罫

紙
を

用
い

た
「

太
政

官
日

誌
」、

重
建

懐
徳

堂
の

定
日

講
義

と
日

曜
講

演
や

懐
徳

堂
の

「
本

領
」

に
言

及
し

た
文

章
・「

懷
德

堂
定

期
講

演
規

定
」・

瀧
川

資
言

の
「

纂
標

論
語

集
註

自
序

」・「
清

朝
人

文
集

目
録

」・「
西

村
先

生
蔵

幅
目

録
／

編
纂

所
在

庫
」・「

軸
物

目
録

」・「
茶

祖
珠

光
伝

」
ほ

か
の

雑
纂

。

26.5
19.3

112
3

47
第

二
回

世
界

一
周

（
三

十
五

）
米

國
游

程
回

想
1

第
二

回
世

界
一

周
の

原
稿

草
稿

。船
の

便
箋「

O
nborard R・M・S "BA

LT
IC"」

（
商

船
バ

ル
チ

ッ
ク

号
船

内
）

９
枚

を
使

用
。

20.2
25

70
2－

2

48
擇

善
居

記
1

２
葉

仮
綴

。
冒

頭
の

題
目

の
下

に
「

瀧
川

資
言

初
稿

」、ま
た

文
末

に
「

大
正

十
二

年
二

月
十

六
日

」（
1932年

）
と

あ
る

。
島

田
篁

村
の

雙
桂

精
舎

で
瀧

川
と

共
に

学
ん

だ
高

橋
柳

渓
と

瀧
川

と
の

間
で

交
わ

さ
れ

た
、

高
橋

の
書

室
を

篁
村

に
「

擇
善

居
」

と
命

名
し

て
も

ら
っ

た
経

緯
に

つ
い

て
の

問
答

を
漢

文
で

記
し

た
も

の
。

瀧
川

が
天

囚
に

批
正

を
乞

う
た

か
。

24.8
17

80
2－

2
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49
弾
詞
小
説
・
□
曲
目
録

1

表
紙
に
「
弾
詞
小
説
・
□
（
邦
か
）
曲
目
録
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
第
１
葉
下

に
印
記
「
天
囚
居
士
」。
弾
詞
小
説
の
目
録
と
「
曲
目
」
の
目
録
。
す
べ
て
「
天

来
生
」
の
原
稿
用
紙
を
使
用
。「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」「
十
四
、
目
録
索
引
」

中
の
「
四
、
弾
詞
小
説
目
録
　
一
冊
」
に
該
当
か
。

22.6
13

98
3

50
哲
学
源
委

1

新
旧
の
表
紙
が
あ
り
、
新
し
い
表
紙
に
は
「
哲
学
源
委
」
と
打
ち
付
け
書
き
。

古
い
表
紙
に
は
「
西
村
天
囚
刪
潤
／
著
／
哲
学
源
委
」「
計
三
十
二
枚
」
と
墨

筆
の
打
ち
付
け
書
き
と
、
朱
筆
の
「
希
臘
諸
□
古
代
哲
学
」
な
ど
打
ち
付
け
書

き
。
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
よ
る
西
洋
（
ギ
リ
シ
ア
）
哲
学
に
関
す
る
論
考
。

24.5
17

110
3

51
天
囚
曲
話

1

内
題
は
「
天
囚
曲
話
　
巻
四
」。
巻
四
以
外
の
部
分
は
欠
。
外
題
は
「
支
那
戯

□
篇
資
料
巻
下
」。
虫
損
・
圧
着
激
し
。「
天
囚
居
士
稿
」
の
原
稿
用
紙
使
用
。

演
劇
に
関
す
る
資
料
を
蒐
集
し
た
も
の
か
。「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」「
二
、

編
著
」
中
の
「
八
、
天
囚
曲
話
　
一
冊
」
に
該
当
か
。

31
17.5

88
2－
2

52
天
囚
曲
話
　
巻
一

1
内
容
確
認
困
難
。
⑤
-33・

94・
95と

同
じ
装
訂
で
、い
ず
れ
も
「
天
囚
居
士

稿
本
」
の
罫
紙
を
使
用
。「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」「
二
、
編
著
」
中
の
「
八
、

天
囚
曲
話
　
一
冊
」
に
該
当
か
。

31
17.5

146
5

53
天
囚
雑
記

1

雑
纂
。
外
題
な
し
。
資
料
名
は
小
口
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
を
採
用
。「
天

囚
居
士
稿
本
」
の
原
稿
用
紙
を
使
用
。
明
治
41年
（
1908年

）
２
月
21日

か
ら

の
帰
郷
を
綴
っ
た
日
記
・「
大
阪
の
威
厳
」・「

文
字
之
伝
来
」・「

朱
子
学
派
の

史
学
」
な
ど
を
含
む
。
挟
み
込
ま
れ
た
四
つ
折
り
の
半
紙
（「
歴
史
と
儒
教
」

等
と
記
し
て
あ
り
、
講
義
・
講
演
の
メ
モ
か
）
あ
り
。
表
紙
に
は
紺
色
の
七

宝
繋
ぎ
の
模
様
の
も
の
を
使
用
。「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」「
十
二
、
鈔
録
」

中
の
「
小
天
地
閣
雑
記
　
戊
申
歸
郷
時
」
に
該
当
か
。

26
17

108
3

54
天
囚
雑
抄

1

表
紙
に
「
天
囚
雑
抄
」
と
打
ち
付
け
書
き
。「
天
囚
居
士
稿
本
」
の
原
稿
用
紙

を
使
用
。
雑
纂
。
謡
曲
関
係
の
書
目
類
、
狩
猟
関
係
の
書
目
類
、
戦
国
大
名

の
城
攻
め
に
関
す
る
文
章
な
ど
を
含
む
。
冒
頭
の
12葉

の
み
を
使
用
し
、
以

下
は
記
述
な
し
。

26.3
19

109
3

55
天
長
節
祝
日

1
３
葉
。
い
ず
れ
も
「
景
社
文
稿
」
の
原
稿
用
紙
の
反
故
紙
を
使
用
し
、
裏
面
に

「
天
長
節
祝
日
」
と
題
さ
れ
た
、
新
聞
記
事
の
草
稿
。
い
ず
れ
も
未
完
。

25
33.5

134
5
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56
時
紹

1
大
正
10年
（
1921年

）
４
月
19日
。
天
囚
が
孫
の
時
紹
出
生
の
時
に
命
名
し
た

際
の
も
の
。
時
紹
の
由
来
（
詩
経
・
大
雅
）
と
あ
わ
せ
て
、
臍
の
緒
有
り
。

※
現
在
は
西
村
家
の
神
棚
に
保
管
（
2019年

８
月
22日

調
査
時
）

167
西
村
家

神
棚

57
時
彦
翁
の
幼
時

1
２
葉
仮
綴
。
表
紙
に
「
時
彦
翁
の
幼
時
　
母
上
淺
子
刀
自
詠
草
」
と
打
ち
付
け

書
き
。

25.1
16.5

67
2－
2

58
時
教
推
定
家
督
相
続
人
廃
除

届
に
関
す
る
件

1

天
囚
が
時
教
を
養
子
に
迎
え
た
件
に
関
す
る
記
録
。
西
村
時
三
か
ら
長
崎
控

訴
院
へ
の
申
請
書
の
写
し
、
長
崎
控
訴
院
発
行
の
証
明
書
の
写
し
、
西
村
時

三
の
推
定
家
督
相
続
人
廃
除
届
の
控
え
、
西
村
時
彦
・
サ
チ
夫
妻
の
時
教
養

子
縁
組
届
の
控
え
、
各
１
通
。

29
20

195
6

59
西
村
天
囚
先
生
梧
陰

1
仮
綴
。
中
村
締
梁
が
天
囚
に
就
職
の
世
話
を
求
め
る
た
め
に
送
っ
た
漢
文
の

手
紙
。
中
村
の
作
っ
た
漢
文
・
漢
詩
、
履
歴
書
を
含
む
。「
梧
陰
」
は
「
梧
下
」

と
同
じ
く
宛
名
の
脇
付
。

27
18

164
6

60
日
記
帳

1

表
紙
中
央
に
「
日
記
帳
」
と
打
ち
付
け
書
き
。寛
政
元
年
か
ら
大
正
13年

ま
で
、

編
年
体
で
家
の
歴
史
や
自
身
の
来
歴
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。
冒
頭
部
は
、

後
に
12月

25日
か
ら
27日

の
日
記
に
転
用
（
冒
頭
部
の
１
葉
半
の
み
）。
ま
た
、

後
半
部
に
は
延
徳
本
大
学
頌
贈
名
簿
な
ど
を
含
む
。
日
記
帳
と
い
う
よ
り
は

雑
記
帳
。

11.5
15.5

128
4

61
鄙
稿

1
２
葉
仮
綴
。
波
多
野
七
蔵
が
天
囚
に
批
正
を
乞
う
た
も
の
で
、「
広
瀬
淡
窓
南

陔
両
先
生
贈
位
奉
告
祭
文
」。
版
心
に
「
景
社
文
稿
」
と
あ
る
原
稿
用
紙
を
使

用
。

24.4
16.7

94
3

62
武
家
の
教
育

1 「
碩
園
文
稿
」
の
原
稿
用
紙
の
反
故
紙
の
裏
を
表
紙
・
裏
表
紙
に
使
用
。
そ
の

表
紙
に
「
重
野
博
士
　
武
家
の
教
育
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
明
治
28年
（
1895

年
）
10月

26日
の
大
日
本
教
育
会
第
12回

総
集
会
に
お
け
る
演
説
の
筆
記
。

24.5
16.8

114
4

63
不
忍
焚
稿

1

上
表
文
四
通
の
草
稿
。
墨
筆
・
朱
筆
等
に
よ
る
修
正
有
り
。「
景
社
文
稿
」
と

記
さ
れ
た
原
稿
用
紙
を
は
じ
め
、
各
種
の
罫
紙
・
原
稿
用
紙
を
使
用
。
仮
綴
。

外
題
の
脇
に
「
上
表
文
四
通
毎
篇
改
稿
少
三
四
回
多
八
九
回
」
と
朱
筆
の
書
き

込
み
有
り
。

24.8
17

61
2－
2

64
文
士
略
歴

1

表
紙
に
「
文
士
略
歴
」
と
打
ち
付
け
書
き
。「
景
社
文
稿
」
の
原
稿
用
紙
の
裏

紙
を
使
用
。
三
宅
石
庵
・
中
井
藍
江
・
三
輪
執
斎
・
伊
藤
東
涯
・
並
河
誠
所

な
ど
の
概
略
を
記
す
。
第
２
葉
表
右
欄
外
に
「（
懐
徳
堂
先
賢
墨
迹
小
伝
）」。

ま
た
、
各
葉
表
左
上
欄
外
に
「
先
賢
墨
迹
小
伝
」
の
印
記
あ
り
。

25.3
17.5

138
5
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整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

65
辨
妄

1

仮
綴
。
第
１
葉
１
行
目
「
辨
妄
」
の
下
に
「
参
考
／
秘
密
」
と
朱
書
。
11月

３
日
付
（
年
不
詳
）
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
、
船
舶
「
第
一
さ
く
ら
・

第
二
梅
が
香
」
に
関
す
る
記
事
に
対
し
て
、
批
判
を
述
べ
た
文
。「
帝
国
海
事

協
会
」
の
罫
紙
を
使
用
。

24
16.3

117
4

66
亡
弟
遺
筆

1 「
遺
□
（
送
か
）
中
□
／
亡
弟
遺
筆
／
明
治
廿
七
年
十
二
月
卅
一
日
□
天
囚
」

と
墨
筆
で
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
た
包
み
紙
の
み
。
時
輔
の
遺
稿
の
包
み
紙
。

な
し
な
し

181
6

67
亡
時
彦
草
案

1 「
亡
時
彦
草
案
」
と
朱
筆
で
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
た
、
裏
紙
を
用
い
た
包
み

（
帛
製
）
の
み
。

な
し
な
し

182
6

68
文
選
箋
證
巻
二
十
四
・
文
選

李
注
補
正
巻
三

1 「
文
選
箋
證
巻
二
十
四
」
と
「
文
選
李
注
補
正
巻
三
」
と
の
合
冊
。
表
紙
に
「
文

選
選
箋
注
（
正
し
く
は
文
選
箋
證
）　
胡
紹
英
（
正
し
く
は
胡
紹
煐
）
／
文
選

李
注
補
正
　
孫
志
祖
輯
」
と
打
ち
付
け
書
き
。「
天
囚
居
士
」
の
印
記
有
り
。

28.2
20.5

34
1－
2

69
与
李
大
使
札

1
１
葉
。
末
尾
に
、「
明
治
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
　
各
新
聞
特
派
記
者
」、

「
朝
日
新
聞
社
」
の
罫
紙
を
使
用
。「
清
国
頭
等
欽
差
全
権
大
臣
李
君
閣
下
」

宛
。
李
鴻
章
に
宛
て
た
も
の
。

27.8
38.6

92
2－
2

70
呂
氏
春
秋
正
誤

1
仮
綴
。
清
・
陳
昌
斉
撰
。
表
紙
打
ち
付
け
書
き
の
外
題
「
呂
氏
春
秋
正
誤
」
の

下
に
「
天
囚
居
士
」
の
印
記
あ
り
。

28
20.3

143
5

71
旅
中
見
聞
録

1
新
し
い
表
紙
に
「
旅
中
見
聞
録
」
と
表
紙
打
ち
付
け
書
き
。
古
い
表
紙
に
「
旅

中
見
聞
録
　
口
碑
之
部
　
天
囚
□
□
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
但
し
「
旅
中
見
聞

録
」
は
冒
頭
の
４
葉
の
み
。
以
下
は
「
浪
華
先
賢
伝
」
な
ど
雑
纂
。

24
16.3

118
4

72
（
仮
）
荒
木
又
衛
　
封
書

1
大
阪
の
荒
木
又
衛
か
ら
西
之
表
の
西
村
時
教
宛
の
封
書
。
昭
和
26年（

1951年
）

12月
18日
消
印
。
内
容
は
阿
倍
野
の
天
囚
墓
継
続
使
用
に
つ
い
て
。

な
し
な
し

186
6

73
（
仮
）
延
徳
本
大
学
寄
贈
に
対

す
る
礼
状

23
全
て
西
村
時
教
宛
。
発
信
者
は
宇
野
哲
人
・
今
井
貫
一
・
神
田
喜
一
郎
・
鈴

木
虎
雄
・
狩
野
直
喜
・
宮
内
大
臣
牧
野
伸
顕
・
懐
徳
堂
記
念
会
・
住
友
吉
左

衛
門
執
事
・
磯
野
惟
教
・
大
阪
府
立
図
書
館
他
。

な
し
な
し

132
5

74
（
仮
）「
大
阪
朝
日
新
聞
略
史
」

草
稿
三
種

1

表
紙
に
「
大
阪
朝
日
新
聞
略
史
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
明
治
12年
（
1879年

）
か
ら
大
正
５
年
（
1916年

）
ま
で
の
「
大
阪
朝
日
新
聞
略
史
」
の
２
種
の
草
稿

と
、「
朝
日
新
聞
略
史
　
四
十
二
年
よ
り
大
正
五
年
迄
」
と
の
合
冊
。
い
ず
れ

も
「
朝
日
新
聞
合
資
会
社
」
の
罫
紙
を
使
用
。

29.5
21

39
2－
1
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75
（
仮
）
画
幅
等
売
却
記
録

1
画
幅
の
購
入
者
・
金
額
・
画
幅
名
の
一
覧
が
５
葉
、
西
村
幸
子
の
領
収
書
が

８
葉
。
い
ず
れ
も
「
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
」
の
罫
紙
（
罫
線
が
両
面
に
印

刷
さ
れ
た
も
の
）
を
使
用
。

24
16.8

44
2－
1

76
（
仮
）「
寒
山
詩
碑
」
送
付
封

筒
1
西
村
時
教
宛
。
差
出
人
は
古
藤
嘉
吉
。
な
お
、
西
村
家
所
蔵
資
料
の
一
つ
に

兪
樾
「
寒
山
詩
碑
」
の
拓
本
有
り
。

な
し
な
し

162
6

77
（
仮
）
木
村
畊
巌
翁
碑
草
稿

2
２
葉
。
木
村
畊
巌
翁
碑
の
撰
文
の
草
稿
。
版
心
に
「
景
社
文
稿
」
と
あ
る
原
稿

用
紙
を
使
用
。
⑥
-拓
本
19は

作
成
さ
れ
た
石
碑
の
拓
本
。
天
囚
に
よ
る
撰
文

は
大
正
３
年
（
1914年

）。
25.5

17
192

6

78
（
仮
）「
講
義
草
稾
」
そ
の
他

1

雑
纂
。
表
紙
に
「
講
義
草
案
／
上
櫻
泉
先
生
書
」
と
打
ち
付
け
書
き
。「
講
義

草
稾
」・「

書
経
解
題
」・「

質
疑
」・「

松
琴
濤
鼓
録
」・「

上
櫻
泉
先
生
書
」
等

を
含
む
。
墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
修
正
・
書
き
込
み
多
数
。「
上
櫻
泉
先
生
書
」

は
『
碩
園
先
生
文
集
巻
二
』
に
収
録
。

25.5
17.8

60
2－
2

79
（
仮
）
祭
文
・
短
冊

1

祭
文
１
通
（
昭
和
10年
〔
1935年

〕、
西
村
久
満
子
・〔
親
族
の
〕
千
代
比
咩
の

１
年
遅
れ
の
50年

祭
）。
短
冊
５
枚
（
昭
和
２
年
〔
1927年

〕
４
月
３
日
。
内

１
枚
は
天
囚
〔「
時
彦
」〕
が
「
先
師
豊
山
先
生
の
為
に
服
せ
し
心
喪
の
期
み
ち

け
る
時
」
に
詠
ん
だ
も
の
）。

36
6

179
6

80
（
仮
）
雑
記

1
仮
綴
、
草
稿
。「
左
宗
棠
」・「
中
山
信
女
事
略
」
等
。
朱
筆
に
よ
る
修
正
有
り
。

天
囚
の
署
名
は
な
い
が
、
用
紙
や
筆
跡
か
ら
天
囚
の
手
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。

25
16

180
6

81
（
仮
）
雑
稿
（
天
囚
以
外
）
一

式
14

中
に
、
明
治
42年
（
1909年

）
１
月
27日

付
大
阪
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
天

囚
の
「
宋
学
の
首
唱
」
に
対
す
る
批
判
を
述
べ
た
文
１
通
・
重
野
安
繹
が
「
陳

先
生
大
人
」
に
西
村
天
囚
を
紹
介
す
る
書
状
１
通
・
及
び
「
陳
先
生
大
人
台

啓
」
の
封
筒
１
枚
を
含
む
。

な
し
な
し

122
4

82
（
仮
）
雑
纂

1 「
鄙
稿
」（
天
囚
に
批
正
を
乞
う
た
も
の
で
、
版
心
に
「
景
社
文
稿
」
と
あ
る
原

稿
用
紙
を
使
用
。
⑤
-61と

同
筆
。
お
そ
ら
く
は
波
多
野
七
蔵
）・「
資
言
」（
瀧

川
君
山
の
記
し
た
も
の
）・「

貝
塚
種
子
島
家
由
緒
」・「

貝
塚
種
子
島
氏
略
譜
」

等
を
仮
綴
。

24.5
16.8

95
3

83
（
仮
）
雑
纂

1

雑
纂
。「
繅
錦
録
」（
明
治
29年
〔
1896年

〕
２
月
の
天
囚
自
識
の
序
の
あ
る
、

諸
子
（
尸
子
・
賈
子
な
ど
）
に
関
す
る
批
評
）・「

楠
家
系
図
」（
別
筆
）・「

若
武
者
」
な
ど
を
収
録
。
ほ
と
ん
ど
が
「
池
田
製
」
の
罫
紙
・
原
稿
用
紙
を
使
用
。

原
稿
用
紙
の
挟
み
込
み
（
銀
行
に
関
す
る
連
載
か
）
あ
り
。
表
紙
に
は
題
簽
の

剥
落
し
た
痕
跡
が
あ
る
が
、
題
簽
の
所
在
は
不
明
。

25.8
18.5

104
3
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点
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備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

84
（
仮
）
雑
纂

1

表
紙
は
紺
地
・
七
宝
模
様
の
紙
を
、ま
た
本
文
に
は
版
心
に
「
朝
日
新
聞
合
資

会
社
」
と
あ
る
用
紙
を
使
用
。
天
囚
筆
の
可
能
性
大
。「
国
号
考
」・「

蛮
夷
滑

夏
考
」・「

漢
民
族
」・「

歴
代
詔
勅
」・「

大
坂
三
町
人
　
尼
崎
又
右
衛
門
」
等
、

雑
多
な
研
究
雑
記
。

27
18.6

156
6

85
（
仮
）
雑
纂

1

仮
綴
。
表
紙
に
は
版
心
に
「
景
社
文
稿
」
と
入
っ
た
原
稿
用
紙
を
使
用
、
本
文

に
は
版
心
に
「
碩
園
文
稿
」
と
入
っ
た
用
紙
の
反
故
紙
を
使
用
。
天
囚
筆
の
可

能
性
大
。「
隼
人
」、「

近
衛
氏
と
島
津
氏
」、
神
社
や
寺
、
山
川
な
ど
、
鹿
児

島
の
歴
史
や
文
化
等
に
関
す
る
雑
記
を
収
録
。

25
17

157
6

86
（
仮
）
雑
録

1
仮
綴
。
版
心
に
「
朝
日
新
聞
合
資
会
社
」
と
あ
る
罫
紙
を
一
部
に
使
用
し
て
お

り
、
天
囚
筆
の
可
能
性
大
。
冒
頭
２
葉
は
大
阪
朝
日
新
聞
社
社
員
の
入
退
社
・

逝
去
年
月
の
一
覧
。
以
下
、
何
か
の
名
簿
な
ど
を
含
む
。

24
16

168
6

87
（
仮
）
重
野
安
繹
関
連
原
稿

1

綴
紐
切
に
よ
り
、
冒
頭
部
欠
落
。
仮
綴
。
版
心
に
「
天
囚
書
室
」
と
あ
る
原
稿

用
紙
を
使
用
。
一
部
新
聞
の
切
り
抜
き
（
明
治
43年
〔
1910年

〕
12月

８
日
～

20日
に
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
「
重
野
成
齋
先
生
」）
を
貼
り
付
け
、

一
部
は
直
接
書
き
込
み
。
朱
筆
の
加
筆
修
正
有
り
。
重
野
安
繹
の
生
涯
・
業

績
を
述
べ
た
も
の
。
天
囚
の
執
筆
し
た
「
成
斎
先
生
行
状
資
料
」（『

重
野
博

士
史
学
論
文
集
』
上
巻
〔
雄
山
閣
、
1938年

〕
所
収
）
の
草
稿
か
。

27.5
19.5

178
6

88
（
仮
）
渋
谷
精
一
か
ら
の
書
簡

（
西
村
時
教
宛
）

1
全
て
西
村
時
教
宛
。
渋
谷
氏
は
大
阪
に
お
い
て
、
西
村
家
と
関
係
者
と
の
間

の
中
継
役
を
担
っ
て
い
た
模
様
（
裁
判
や
資
料
等
）。
葉
書
２
通
・
封
書
13通

（
内
12通

は
「
至
急
親
展
」）。

な
し
な
し

176
6

89
（
仮
）
写
真
帳
西
村
家

1「
日
本
古
代
語
音
総
識
考
」
を
台
紙
に
し
て
貼
り
付
け
。

44
36

73
箱
外

90
（
仮
）
写
真
類
１

47
46枚

と
紙
片
（
写
真
が
羽
生
達
子
の
満
十
歳
の
誕
生
日
記
念
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
）
１
枚
。
天
囚
関
連
の
も
の
な
ど
。

な
し
な
し

197
6

91
（
仮
）
写
真
類
２

72
写
真
72枚

。
西
村
浅
子
宛
葉
書
１
枚
。
印
刷
物
（
葉
書
や
肖
像
画
な
ど
）
４
枚
。

「
辛
丑
六
月
十
一
日
清
国
金
陵
に
於
て
う
つ
し
ぬ
傍
に
立
ち
た
る
に
下
人
趙
以

貴
な
り
。
天
囚
居
士
し
る
す
」
と
記
し
た
紙
片
１
枚
有
り
。

な
し
な
し

198
6

92
（
仮
）
写
真
類
３

18
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
付
き
天
囚
関
連
写
真
５
枚
。
天
囚
写
真
１
枚
。
由
来
不
明
の

集
合
写
真
１
枚
。「
大
正
12年

四
月
七
日
島
津
家
編
輯
所
親
交
会
」
集
合
写
真

１
枚
。
西
村
浅
子
関
連
写
真
10枚

。
な
し
な
し

199
6
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93
（
仮
）
写
真
類
４

29
ガ
ラ
ス
乾
板
４
枚
（
豊
山
の
物
１
枚
含
む
）。
写
真
16枚

。
天
囚
写
真
２
枚
。

時
輔
遺
影
５
枚
（
印
刷
物
含
む
）。
天
囚
遺
影
印
刷
物
１
枚
（『
懐
徳
』
第
２
号

の
追
悼
録
で
使
用
し
た
も
の
か
）。
青
銅
器
印
刷
物
１
枚
。

な
し
な
し

200
6

94
（
仮
）
狩
猟
関
係
詩
抄

1

版
心
に
「
天
囚
居
士
稿
本
」
と
入
っ
た
原
稿
用
紙
を
使
用
。
虫
損
が
激
し
く
、

外
題
不
明
だ
が
、
天
囚
筆
の
可
能
性
大
。
第
１
葉
表
冒
頭
は
「
天
皇
遊
猟
内

野
之
時
中
皇
命
使
問
人
連
老
献
歌
（
万
葉
集
一
雄
略
）」
と
あ
り
、
以
下
狩
猟

に
関
す
る
和
歌
を
ま
と
め
た
も
の
。
⑤
-33・

52・
95と

装
訂
が
同
じ
。
間
に

は
「
尚
武
由
来
考
」「
生
麦
事
件
の
始
末
」
の
切
り
抜
き
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し

た
紙
を
挟
み
込
ん
で
い
る
。

30.8
17.5

160
6

95
（
仮
）
狩
猟
関
係
資
料

2

２
冊
。
い
ず
れ
も
「
天
囚
居
士
稿
本
」
の
罫
紙
を
使
用
。
１
冊
目
の
表
紙
に
打

ち
付
け
書
き
の
外
題
「
□
猟
□
料
」（「

狩
猟
史
料
」
か
）
２
冊
目
表
紙
に
印
記

「
天
囚
居
士
」
あ
り
。
２
冊
目
の
外
題
の
存
否
は
虫
損
に
よ
り
不
明
。
２
冊
と

も
、
書
き
込
み
の
な
い
余
白
部
分
が
あ
る
。
⑤
-33・

52・
94と

同
じ
装
訂
。

31
17.5

145
5

96
（
仮
）
狩
猟
に
関
す
る
雑
纂

1
外
題
無
し
。「
鶴
」・「

鵠
」・「

雉
」・「

鶉
」
の
項
目
を
立
て
て
、『
年
山
紀
聞
』

や
『
甲
子
夜
話
』
な
ど
か
ら
抜
き
書
き
し
た
も
の
。

23.8
16.2

93
3

97
（
仮
）
抄
詩

1

仮
綴
。
版
心
に
「
景
社
文
稿
」
と
入
っ
た
原
稿
用
紙
の
反
故
紙
の
裏
を
使
用
。

お
そ
ら
く
は
天
囚
の
雑
記
帳
。
表
紙
に
「
山
本
三
省
」
と
あ
る
が
、
三
省
筆
の

可
能
性
は
低
い
。
韋
應
物
「
滁
州
西
澗
」・
劉
禹
錫
「
金
陵
五
題
・
石
頭
城
」

な
ど
の
詩
が
抜
き
書
き
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
７
葉
の
み
記
述
さ
れ
、
以
下

は
余
白
。

25
17

158
6

98
（
仮
）
書
籍
価
格
表

1
５
葉
仮
綴
。
罫
紙
に
記
さ
れ
た
書
物
の
売
買
記
録
。
天
囚
と
の
関
連
に
つ
い

て
は
不
明
。

24
16.3

169
6

99
（
仮
）
書
籍
目
録

1
仮
綴
。
版
心
に
「
朝
日
新
聞
合
資
会
社
」
と
あ
る
罫
紙
を
使
用
。
天
囚
筆
か
。

唐
本
・
日
本
・
狂
詩
の
三
部
＋
補
遺
か
ら
な
り
、
書
名
・
冊
数
を
記
す
。
所

蔵
書
の
目
録
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

24.5
16.5

165
6

100
（
仮
）「
成
齋
先
生
行
状
資
料
」

草
稿

1

表
紙
に
「
先
師
行
状
資
料
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
抄
本
。「
天
囚
書
室
」
の
原

稿
用
紙
を
使
用
。
仮
綴
。
但
し
、
表
紙
・
目
次
部
分
（
１
葉
）・
本
文
冒
頭
の

２
葉
の
み
現
存
し
、
完
本
で
は
な
い
。『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』（
雄
山
閣
、

1938－
39年

）
所
収
の
「
成
齋
先
生
行
状
資
料
」
の
草
稿
。「
碩
園
先
生
著
述

目
録
」「
十
三
、
研
究
資
料
」
中
の
「
先
師
行
状
資
料
　
一
冊
」
の
一
部
に
該

当
か
。

27
19.8

43
2－
1
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整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

101
（
仮
）
尺
牘
楷
式

1

題
簽
が
剥
が
れ
て
、
外
題
不
明
。
表
紙
に
は
、
紺
色
の
七
宝
繋
ぎ
の
模
様
の

も
の
を
使
用
。「
尺
牘
楷
式
」・「

墓
誌
楷
式
」・「

枢
密
顧
問
官
從
一
位
勲
一
等

杉
公
墓
誌
」・「
辭
章
論
略
補
」
を
収
録
。墨
筆
・
朱
筆
の
書
き
込
み
多
数
。「
碩

園
先
生
著
述
目
録
」「
三
、
講
義
底
稿
」
中
の
「
七
、
辭
章
論
畧
三
巻
同
補
一

巻
」
の
一
部
に
該
当
か
。
地
に
は
「
辭
章
論
畧
補
」
と
書
き
入
れ
。

26.3
18.5

76
2－
2

102
（
仮
）
楚
辞
関
係
書
目
類
雑
纂

1
表
紙
に
「
楚
騒
□
□
　
彣
菴
手
□
」
と
外
題
を
打
ち
付
け
書
き
。
表
紙
に
は
た

に
も
打
ち
付
け
書
き
あ
り
。「
楚
詞
類
書
目
　
彣
菴
輯
」・「

九
歌
譜
」・「

叢
書

挙
要
楚
辞
書
目
」
等
の
雑
纂
。

28
20.5

37
2－
1

103
（
仮
）
手
帳

1
ス
ケ
ッ
チ
・
住
所
録
等
を
含
む
雑
多
な
内
容
の
メ
モ
書
き
。明
治
37年（

1904年
）

４
月
頃
か
ら
の
記
述
あ
り
。

15
9.5

23
1－
2

104
（
仮
）
天
囚
宛
書
付
類
　
一
式

35
差
出
人
は
中
国
の
知
人
・
友
人
か
（
す
べ
て
が
天
囚
宛
か
は
不
明
）。

な
し
な
し

183
6

105
（
仮
）
天
囚
宛
書
簡
・
記
事
原

稿
1
半
葉
２
枚
。手
紙
の
上
欄
外
に
朱
筆
で
「
急
」。記

事
の
原
稿
は
、「
木
像
」・「
五

剣
山
」。

25
17.5

131
5

106
（
仮
）
天
囚
宛
封
書

1
大
阪
・
住
吉
公
園
の
鈴
吉
亭
か
ら
、
東
京
の
天
囚
宛
に
送
ら
れ
た
封
書
の
封

筒
。
大
正
12年
（
1923年

）12月
15日

の
消
印
付
の
封
筒
の
み
。

な
し
な
し

184
6

107
（
仮
）
天
囚
に
贈
る
漢
文
・
漢

詩
1
小
牧
昌
業
が
『
南
島
偉
功
伝
』
に
関
し
て
書
い
た
漢
文
（
３
葉
）
と
、
七
言
絶

句
４
句
（
各
１
葉
）。

23
12.5

194
6

108
（
仮
）
天
囚
和
歌
紙
片

2
天
囚
の
和
歌
を
記
し
た
紙
片
。
２
枚
と
も
同
内
容
。

23
12.5

193
6

109
（
仮
）
同
人
詩
集

1
漢
詩
の
草
稿
類
。仮
綴
じ
し
た
各
種
の
罫
紙
・
原
稿
用
紙
（「
碩
園
文
稿
」・「
天

囚
居
士
稿
本
」
と
あ
る
も
の
を
含
む
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
仮
綴
。
書
き
入
れ

有
り
。

28.2
18.5

59
2－
2

110
（
仮
）
並
河
総
次
郎
受
取
証

1
１
葉
。
並
河
総
次
郎
が
（
1）
並
河
誠
所
『
擬
集
古
録
』
３
冊
（
2）
新
井
鳴
門

『
遷
都
前
後
金
石
遺
文
』
１
冊
に
つ
い
て
、
天
囚
か
ら
の
返
却
を
受
け
取
っ
た

こ
と
を
証
す
る
も
の
。
大
正
11年
（
1922年

）
９
月
付
。

23.3
32.3

174
6

111
（
仮
）
西
村
幸
子
宛
書
簡

6
大
正
13年（

1924年
）の
消
印
の
も
の
。
差
出
人
は
武
内
義
雄
・
伊
地
知
季
珍
・

日
高
実
容
・
小
牧
健
夫
・
市
嶋
謙
吉
・
大
森
鍾
一
。『
延
徳
本
大
学
』の
礼
な
ど
。

12
1－
1

112
（
仮
）
西
村
幸
子
作
文

1
表
紙
に
「
明
治
卅
七
年
四
月
／
作
文
／
佐
知
子
」
と
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
た
も

の
と
、「
大
正
於
年
四
月
／
作
文
帳
／
西
村
幸
子
」
と
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
た

も
の
と
の
合
冊
。
仮
綴
。

24.7
17

14
1－
1

懐徳堂研究　第 12 号　令和 3 年 2 月 28 日

80



113
（
仮
）
西
村
家
資
料

1

大
福
綴
じ
資
料
が
主
。
１
式
。「
明
治
二
十
七
年
十
二
月
三
十
日
亡
弟
遺
品
始

末
　
大
坂
西
村
時
彦
」「
明
治
三
十
九
年
十
一
月
二
十
九
日
所
有
地
収
納
帳
　

西
村
時
彦
」「
大
正
十
五
年
九
月
二
十
九
日
　
故
時
彦
三
年
祭
控
」
な
ど
計
26

冊
。
ほ
か
、「
先
人
五
十
年
祭
」
と
題
し
た
紙
片
１
枚
（
斎
主
に
時
彦
・
幸
子
・

時
教
が
挙
が
っ
て
い
る
）
を
含
む
。

40
14

139
箱
外

114
（
仮
）
西
村
時
彦
　
書
状

1

己
酉
（
明
治
42年
〔
1909年

〕）
４
月
26日

付
。
墨
筆
に
よ
る
修
正
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
浄
書
前
の
も
の
か
。
書
状
の
包
み
紙
に
は
、
墨
書
で
「
越
前
時
安

君
追
遠
祭
文
書
」、
朱
書
で
「
必
要
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
ま
た
「
西
村
」
の
印

記
有
り
。
種
子
島
家
の
祭
祀
に
西
村
時
安
を
加
え
る
と
の
知
ら
せ
が
、
種
子

島
守
時
か
ら
届
い
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
。

18
76

189
6

115
（
仮
）
西
村
時
彦
・
時
教
連
名

葉
書

1
時
紹
誕
生
の
祝
い
に
対
す
る
礼
と
、
宮
参
り
を
す
ま
せ
内
祝
い
を
送
っ
た
こ

と
と
を
、
西
之
表
の
西
村
家
親
戚
宛
に
伝
え
る
も
の
。

な
し
な
し

190
6

116
（
仮
）
年
譜
草
稿

1
仮
綴
。
第
１
葉
右
下
に
「
天
囚
居
士
」
の
印
記
有
り
。
発
表
し
た
著
作
を
含
む

天
囚
の
年
譜
。

27.2
20

55
2－
1

117
（
仮
）
早
川
兼
揚
　
書
状

1
島
津
家
臨
時
編
纂
所
編
纂
長
で
あ
っ
た
天
囚
の
没
後
、
島
津
家
よ
り
未
亡

人
・
幸
子
に
対
し
て
、
金
一
千
円
を
送
金
し
た
通
知
。
差
出
人
の
早
川
兼
揚

は
、
公
爵
島
津
忠
重
家
令
心
得
。
大
正
13年
（
1924年

）
12月

４
日
付
。

19.5
87

188
6

118
（
仮
）
不
明
資
料
・
楚
辞
関
係

資
料

1
前
半
は
、
絵
入
り
の
資
料
（
内
容
不
明
）。
後
半
は
、
楚
辞
関
係
資
料
の
目
録

類
で
、
末
尾
に
「
内
閣
文
庫
所
蔵
楚
辞
類
唐
本
書
目
」
を
含
む
。
合
冊
で
は
無

く
、
虫
損
等
に
よ
り
、
二
つ
の
資
料
が
張
り
付
い
た
も
の
。

27
19

15
1－
1

119
（
仮
）
文
章
論
五
種
合
冊

1 （
1）「

魏
文
帝
典
論
論
文
」・「

摯
虞
文
章
流
別
論
」・「

陸
士
衡
文
賦
并
序
」・

「
顏
子
家
訓
文
章
篇
」
を
収
録
し
た
も
の
、（
2）「

人
文
化
成
論
」・「
文
章
論
」・

「
編
年
紀
伝
論
」
他
を
収
録
し
た
も
の
、（
3）「

文
章
正
宗
綱
目
」・「

古
文
奇

賞
略
記
」・「

四
六
法
海
編
輯
大
意
」・「

論
文
四
則
」
を
収
録
し
た
も
の
、（
4）

「
黄
梨
洲
論
文
」、（

5）「
方
望
溪
古
文
約
選
序
序
例
」・「

海
峯
論
文
偶
記
」・

「
初
月
楼
古
文
緒
論
」
を
収
録
し
た
も
の
、
合
計
５
種
の
合
冊
。（
1）
の
表
紙

に
は
「
典
論
論
文
／
文
章
流
別
論
／
文
賦
／
顏
子
家
訓
文
章
篇
」
と
打
ち
付
け

書
き
。
本
文
第
１
葉
表
右
下
に
「
碩
園
珍
蔵
」
の
印
記
有
り
。（
2）
の
表
紙
に

は
「
唐
人
論
文
」
と
打
ち
付
け
書
き
。（
3）
の
表
紙
に
は
「
文
章
正
宗
綱
目
／

古
文
奇
賞
略
記
　
俗
言
也
（
こ
の
３
字
の
み
朱
書
）　
論
文
四
則
／
四
六
法
海

編
輯
大
意
」
と
打
ち
付
け
書
き
。（
4）
の
表
紙
に
は
「
黄
梨
洲
論
文
」
と
打
ち

付
け
書
き
。（
5）
の
表
紙
に
は
「
方
氏
約
選
序
序
例
　
年
譜
末
段
附
／
海
峯
論

文
偶
記
／
初
月
楼
古
文
緒
論
」
と
打
ち
付
け
書
き
。

24.5
16

45
2－
1
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整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

仮
番
号
箱
番
号

親
番
号
子
番
号

120
（
仮
）
牧
野
篤
好
　
書
状

1
牧
野
篤
好
（
初
代
熊
毛
郡
長
）
か
ら
天
囚
へ
の
書
状
。
明
治
27年
（
1894年

）
12月

12日
付
。
冒
頭
部
と
末
尾
と
が
欠
損
。

19.2
54

196
6

121
（
仮
）
松
山
直
蔵
／
西
村
母
平

山
氏
八
十
晉
一
壽
序

1
巻
子
本
。

21.2
169

（
最
終
行
の

箇
所までの
長さ）

9
1－
1

⑥
器
物
１
（
軸
・
拓
本
）

整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

天
囚
1
「
生
財
有
道
」

1
40

145
天
囚
2
「
勿
道
書
」
書
幅

1
壬
寅
の
記
有
り

154
40

天
囚
3
「
留
（
？
）
朝
五
十
六
云
々
」
書
幅

1
吉
野
山
十
終
二
（
？
）
之
一
と
記
有
り
。
２
と
同
一
の
破
損
。

136
34

天
囚
4
「
辛
盤
献
寿
云
々
」
書
幅

1
丙
午
元
旦
の
記
有
り
。

137
40

天
囚
5
「
凡
為
人
子
之
礼
云
々
」
書
幅

1
曲
礼
之
語
の
記
有
り
。

138
34

天
囚
6
短
冊
一
式
（
天
囚
以
外
も
含
む
）

1
天
囚
の
も
の
は
２
枚
（
内
１
枚
裏
有
り
）。
ほ
か
20枚

の
内
１
枚
は
絵
の
み
。
内

３
枚
は
「
西
村
時
彦
」
と
印
刷
さ
れ
た
葉
紙
。
外
寸
は
、
最
も
縦
が
長
い
短
冊
を

採
寸
し
た
も
の
。

37
6

天
囚
7
「
明
治
天
皇
誄
辞
」

1
138

61
天
囚
8
「

不
可
長
欲
不
可
従
云
々
」
書
幅

1
戊
辰
春
日
の
記
有
り
。

140
68

天
囚
9
「
春
（
？
）
風
云
々
」
書
幅

1
帰
省
出
懐
の
記
有
り
。
布
。

135
68

天
囚
10
「
暁
牽
黄
犬
云
々
」
書
幅

1
猟
帰
有
の
記
有
り
。
布
。

136
37

天
囚
11
「
鼕
〻
復
殷
〻
云
々
」
書
幅

1
銭
塘
観
潮
歌
。
布
。

126
37

天
囚
12
「
別
才
出
天
稟
云
々
」
書
幅

1
今
戸
（
？
）
君
一
周
忌
云
々
と
記
有
り
。
大
正
庚
申
十
月
の
記
有
り
。
布
。

55
47

天
囚
13
「
□
□（
自
倹
か
）入
奢
易
於
下
梯
自
奢
反
倹
難
於
上
天
」

1
丙
午
六
月
の
記
有
り
。

34
112

天
囚
14
「
西
村
子
所
墓
誌
銘
」「
先
考
行
実
」

1
箱
書
き
有
り
。
外
寸
は
、
本
紙
の
み
。

22.5
22.5

65
131
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天
囚
15
「
後
世
忝
厥
先
唯
云
々
」
書

1
帰
郷
書
歳
之
一
の
記
有
り
。
断
裂
あ
り
。
外
寸
は
本
紙
の
み
。

118
30

天
囚
16
「
人
生
無
根
帯
云
々
」

1
己
未
夏
日
云
々
の
記
有
り
。
断
裂
あ
り
。
天
囚
晩
年
の
書
か
。
劣
化
酷
い
。
外
寸

は
本
紙
の
み
。

130
41.5

天
囚
17
「
蓬
生
麻
中
不
扶
而
直
」
書
幅

1
甲
子
夏
日
の
記
有
り
。

130.5
33.5

天
囚
18
「
天
塹
砥
平
車
云
々
」
軸

1
人
吉
車
中
作
記
有
り
。
外
寸
は
本
紙
の
み
。

111
51

天
囚
19
「
養
気
堂
」
書
幅

1
131

34
天
囚
20
「
已
倫
至
楽
在
游
観
云
々
」
書
幅

1
野
山
襍
詩
之
一
と
記
有
り
。

138
35

天
囚
21
「
烟
波
浩
云
々
」
軸

1
修
復
済
み
。
明
治
21年
（
1888年

）
の
作
品
。
外
寸
は
本
紙
の
み
。

101
39

天
囚
22
「
千
里
観
光
云
々
」
書
幅

1
清
国
両
湖
書
院
公
讌
席
上
と
記
有
り
。

148
41

豊
山
1
「
百
事
無
能
愧
犬
云
々
」
書
幅

1
明
治
33年
（
1900年

）
５
月
９
日
。

152
42

豊
山
2
「
安
楽
菴
」

1
35

71
豊
山
3
豊
山
四
字
書

1
末
尾
二
文
字
は
「
貞
鴻
」
か
。

151
41

豊
山
4
豊
山
四
字
書

1
34.5

104
豊
山
5
「
人
無
信
不
立
」
書

1
151

42

豊
山
6
豊
山
先
生
寄
せ
書
き

1
寄
せ
書
き
。
上
部
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
読
解
で
き
な
い
が
、
四
字
の
タ
イ
ト
ル

を
豊
山
が
書
い
て
い
る
。
下
に
寄
せ
書
き
。
要
修
復
。

141
80

天
囚
交
流
1
「
景
社
題
名
第
三
」

1
狩
野
直
喜
題
。
会
員
連
名
。

34
131

天
囚
交
流
2
「
大
礼
記
念
章
之
証
」

1
大
正
４
年
（
1915年

）
11月

10日
。

33
42

天
囚
交
流
3
「
送
鶴
操
」
書

1
大
正
10年
（
1921年

）
９
月
に
天
囚
が
東
京
に
向
か
う
に
あ
た
り
贈
っ
た
歌
。
中

井
木
菟
麻
呂
（
天
生
）
筆
。

136
32

天
囚
交
流
4
「
或
問
子
能
無
心
乎
云
々
」
書
幅

1
張
之
洞
筆
。
布
を
軸
装
し
た
形
跡
有
り
。
外
寸
は
本
紙
の
み
。

69
33

天
囚
交
流
5
「
春
申
江
上
云
々
」
書
幅

1
蒋
黼
筆
。
光
緒
癸
卯
五
月
（
明
治
36年
〔
1903年

〕
５
月
）
の
日
付
あ
り
。
布
。

36
76

天
囚
交
流
6
「
遍
遊
中
外
地
」「

矌
観
山
水
図
」

2
五
字
。
聯
。
蔡
衛
生
書
。

67.5
18

天
囚
交
流
7
「
風
月
一
江
春
水
濶
」「
詩
情
両
地
遠
人
親
」

2
七
字
。
聯
。
揚
子
筌
筆
。

67.5
18

天
囚
交
流
8
「
聊
将
筆
墨
酬
知
己
」「
定
是
文
章
有
夙
縁
」

2
七
字
。
聯
。
楊
樹
山
筆
。

67.5
18

天
囚
交
流
9
「
此
間
難
時
云
々
」
幅

1
書
簡
を
軸
装
し
た
も
の
か
。
筆
者
未
詳
。
外
寸
は
本
紙
の
み
。

27
43
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整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

縦
横

天
囚
交
流
10「

訳
書
会
章
程
」「
擬
合
同
稿
艸
」

2
亜
東
訳
書
会
。

24
95

そ
の
他
貴
重
1
「
送
日
東
正
使
了
庵
和
尚
帰
国
序
」
幅

1
明
正
徳
８
年
（
1513年

）、
王
守
仁
筆
の
レ
プ
リ
カ
。

33
97

拓
本
1
前
田
豊
山
関
連

1
要
修
復
。
紙
片
有
り
。

拓
本
2
一
部
の
み

1
拓
本
3
文
学
博
士
西
村
君
墓
誌
拓
本

4
お
そ
ら
く
は
複
写
。

拓
本
4
数
枚

1
要
修
復
。

拓
本
5
拓
本

1
光
緒
４
年
（
1878年

）
７
月
の
日
付
あ
り
。

拓
本
6
数
枚

1
二
種
混
在
の
可
能
性
有
り
。

拓
本
7
兪
樾
関
連

1
拓
本
8
碑
文

1
松
枝
町
の
梅
に
つ
い
て
詠
ん
だ
碑
文
か
。
上
部
破
損
。

拓
本
9
拓
本

1
一
部
欠
落
か
。
松
枝
町
の
梅
に
つ
い
て
詠
ん
だ
碑
文
か
。
上
部
破
損
。

拓
本
10
拓
本

1
一
部
の
み
。

拓
本
11
文
学
博
士
萩
野
君
墓
誌

1
拓
本
12
藤
原
朝
臣
親
章
墓
誌

1
拓
本
13
拓
本

1
朱
舜
水
の
文
字
を
選
ん
で
作
っ
た
碑
文
。

拓
本
14
贈
正
四
位
藤
井
君
旧
蹟
碑
拓
本

1
大
正
12年
（
1923年

）
４
月
。

拓
本
15
岳
陽
牧
野
君
碑
銘

1
大
正
12年
（
1923年

）
３
月
。
冒
頭
の
一
字
欠
。
上
部
タ
イ
ト
ル
「
篤
信
好
学
」。

拓
本
16
『
老
子
』
碑
文
拓
本

2
大
唐
景
龍
２
年
（
708年

）
正
月
碑
文
。
道
経
と
徳
経
。

拓
本
17
拓
本

1
二
種
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
有
り
。

拓
本
18
拓
本

4
拓
本
19
木
村
耕
厳
翁
碑
拓
本

2
木
村
耕
厳
翁
碑（
上
部
タ
イ
ト
ル
）。

拓
本
20
拓
本

3
拓
本
21
拓
本

9
拓
本
22
拓
本

1
要
修
復
。
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拓
本
23
大
阪
木
綿
業
記
念
碑
拓
本

2
拓
本
24
拓
本

1
拓
本
25
拓
本

1
拓
本
26
謁
菅
廟
二
十
一
韻

1
拓
本
類
の
中
に
入
っ
て
い
た
も
の
。
こ
れ
自
体
は
拓
本
で
は
な
い
。

拓
本
27
寒
山
寺
楓
橋
夜
泊
詩
石
刻
拓
本

1
兪
樾

⑦
器
物
２
（
額
・
そ
の
他
）

整
理
番
号

資
料
名

点
数

備
考

1
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
ケ
ー
ス

1
英
国
・
リ
ン
カ
ー
ン
ベ
ネ
ッ
ト
社
製

2
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト

1
英
国
・
リ
ン
カ
ー
ン
ベ
ネ
ッ
ト
社
製

3
ポ
ー
ラ
ー
ハ
ッ
ト

1
英
国
・
リ
ン
カ
ー
ン
ベ
ネ
ッ
ト
社
製

4
ポ
ー
ラ
ー
ハ
ッ
ト

1
日
本
・
大
徳
社
製

5
扁
額
「
松
籟
」

1
本
誌
部
分
　
縦
27.5㎝

×
横
46.5㎝

、
額
全
体
　
縦
39.5㎝

×
横
77.5㎝

6
扁
額
「
読
騒
廬
」

1
本
紙
部
分
　
縦
30㎝

×
横
130㎝

、
額
全
体
　
縦
38㎝

×
横
158㎝
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